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（２）　石器
尖頭器・尖頭器未製品（第85～88・90図　第20～22表　写真図版38・39）
　₂₉₈～₃₁₈・₃₂₀～₃₂₄は尖頭器及びその未製品である。石材はガラス質黒色安山岩やホルンフェルス、
黒曜石等が使用されている。このうち縄文時代草創期のものと考えられるのは₂₉₈～₃₁₈で、１区ＡＰ・
ＡＱ₃₆・₃₇グリッド及び２区ＡＩ・ＡＪ₃₁グリッド付近に散見される。一方、縄文時代早期以降と思し
き尖頭器の出土位置は２区に限定される。
　₂₉₈・₂₉₉は出土した尖頭器の中でも大型である。両者ともに木葉形尖頭器で、石材はガラス質黒色安
山岩である。₂₉₈の計測値は最大長₁₁．₂㎝、最大幅₃．₂㎝、最大厚₁．₁㎝を測る。全体の形状を整えた後に、
縁辺に細かな剥離調整を行っている。₂₉₉の計測値は最大長₉．₈㎝、最大幅₄．₄㎝、最大厚₁．₀㎝を測る。
基部は平基で、折損後に剥離調整による再加工を行ったものか。先端部は₂₉₈と比較しても丸い仕上が
りである。
　₃₀₀～₃₁₈も尖頭器であるが、小型である。₃₀₀はホルンフェルスを石材とし、部分調整が施されている。
片面先端部付近の側縁に細かな剥離が見られる。基部には打面が残置する。裏面には打瘤と打瘤裂痕が
観察できる。当該資料は未製品である可能性も持つ。₃₀₁～₃₀₅は折損資料である。全てホルンフェルス
を石材とし、いずれも風化が進み、貝殻状裂痕が判然としない資料もある。₃₀₁は基部が残存したもの
と考えられる。両面が調整されている。₃₀₂・₃₀₃は基部が、₃₀₄・₃₀₅は先端部が失われたものと考えら
れる。₃₀₅は基部左縁がやや大きめの剥離により、肩部が仕上げられている。
　₃₀₆は尖頭器の未製品か。神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。先端部から基部に向かう側縁片側に
は細かい剥離調整を施している。裏面は主要剥離痕が残る。形状から尖頭器の未製品と判断したが、時
期は早期代まで下る可能性を持つ。
　₃₀₇～₃₁₇は有舌尖頭器である。そのうち₃₀₇・₃₀₈は身部と茎部の境界が屈曲し、平基状を呈し、共に
丁寧に仕上げられた資料である。₃₀₇はホルンフェルスを石材とし、その計測値は最大長₇．₂㎝、最大幅
₂．₀㎝、最大厚₀．₇㎝を測る。先端部は鋭く仕上げられている。₃₀₈はガラス質黒色安山岩を石材とし、
その計測値は最大長₆．₂㎝、最大幅₁．₅㎝、最大厚₀．₇㎝を測る。両側縁は微細な剥離を連続して施され
たため、細かな鋸歯状を呈する。₃₀₉もガラス質黒色安山岩を石材とする。₃₀₈よりも短小で、両側縁中
位付近に微かな膨らみを持つ片面調整の資料である。
　₃₁₀はホルンフェルスを石材とする。全体的に風化が進む。身部と茎部の境界は屈曲し、凸基状を呈
している。
　₃₁₁～₃₁₃は両側縁がほぼ平行する資料で、いずれも先端部を折損した資料である。₃₁₁は珪質頁岩を
石材とする。両面とも丁寧な剥離調整を施している。両側縁は微細な剥離を連続して施されたため、細
かな鋸歯状を呈する。身部と茎部の境界が屈曲し、平基状を呈する資料である。₃₁₂・₃₁₃は２点ともホ
ルンフェルスを石材とし、全体的に風化が進む。身部と茎部の境界が屈曲し、凸基状を呈する資料であ
る。₃₁₃は₃₁₁・₃₁₂と比較して、やや小型である。
　₃₁₄はガラス質黒色安山岩を石材とする。茎部と先端部が失われた資料で、身部は狭長な三角形であ
るが、₃₀₇・₃₀₈と比較して小型の尖頭器である。₃₁₅も小型の尖頭器である。天城柏峠産黒曜石を石材
とする。身部は二等辺三角形を呈し、茎部は折損している。有茎石鏃の可能性も想起されたが、尖頭器
として報告する。₃₁₆・₃₁₇はホルンフェルスを石材とする尖頭器であるが、全体的に風化が進み、先端
部が折損している。
　₃₁₈も尖頭器として分類した資料である。石材は粘板岩で、劈開に沿って薄く割れ剥がれる性質を利
用している。自然面と素材剝片の剥離面が残置し、側縁には細かな剥離を施して形状を整えるのみの、
縁部調整が観察される。身部中位付近がやや張り出すため、有肩尖頭器と細分が可能か。
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第85図　縄文時代草創期石器①

298　尖頭器
　　 ガラス質黒色安山岩

302　尖頭器
　 　ホルンフェルス

303　尖頭器
　 　ホルンフェルス

304　尖頭器
　 　ホルンフェルス

305　尖頭器
　　 細粒安山岩

299　尖頭器
　　 ガラス質黒色安山岩

301　尖頭器
　 　ホルンフェルス

300　尖頭器
　 　ホルンフェルス
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第86図　縄文時代草創期石器②

306　尖頭器未製品
　 　黒曜石　神津島恩馳島

307　有舌尖頭器
　 　ホルンフェルス

308　有舌尖頭器
　　 ガラス質黒色安山岩

309　有舌尖頭器
　 　ガラス質黒色安山岩

310　有舌尖頭器
　　 ホルンフェルス

312　有舌尖頭器
　　 ホルンフェルス

313　有舌尖頭器
　　 ホルンフェルス

311　有舌尖頭器
　 　珪質頁岩
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第87図　縄文時代草創期石器③

314　有舌尖頭器
　　 ガラス質黒色安山岩

316　有舌尖頭器
　 　ホルンフェルス

315　有舌尖頭器
　 　黒曜石　天城柏峠

319　石鏃
　 　黒曜石　諏訪星ヶ台

318　有肩薄型尖頭器
　 　粘板岩

317　有舌尖頭器
 　　ホルンフェルス

0 3cm4/5
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第20表　縄文時代草創期石器組成表
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型
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計
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石

天城柏峠 AGKT 1 1
神津島恩馳島 KZOB 1 1
諏訪星ヶ台 SWHD 1 1
黒曜石計 1 1 1 3

ガラス質黒色安山岩 GAn 4 3 7
細粒安山岩 FAn 1 1
ホルンフェルス Hor 7 6 13
珪質頁岩 SSh 1 1
粘板岩 Sl 1 1

計 12 1 1 11 1 26
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　₃₂₀～₃₂₄は縄文時代早期以降のものと推定された尖頭器及び未製品である。そのうち₃₂₀～₃₂₂は両面
調整の尖頭器である。₃₂₀は神津島恩馳島産黒曜石を石材とし、身部は木葉形を呈する。茎部は無い。
₃₂₁は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とする。₃₂₂は和田小深沢産黒曜石を石材とする。基部が失われ、身部
中位付近で最大幅を測る。₃₂₃・₃₂₄は尖頭器の未製品に分類された資料である。₃₂₃は横長剝片を利用し、
縁辺に剥離調整を施したものか。大きさから尖頭器の未製品と考えたが、石材とする細粒砂岩が尖頭器
に使用される一般的な石材とは考えられないため、検討を要する。₃₂₄は神津島恩馳島産黒曜石を石材
とする。

石鏃・石鏃未製品（第87～89・91・93・94図　第20～22表　写真図版38・39）
　₃₁₉・₃₂₅～₃₅₇は石鏃である。これらのうち₃₁₉については草創期の可能性があるものとして分類した
が、それ以外の石鏃は早期以降として分類している。この石器は茎部の有無及び基部の形態により分類
が可能である。出土位置は２区ＡＨ～ＡＪ₃₀～₃₂グリッドに集中する。
　₃₂₅・₃₂₆は凹基有茎鏃である。両者とも黒曜石で前者が天城柏峠産、後者は諏訪星ヶ台産を石材とす
る。両者とも両側縁部中位付近が微かに内湾する。₃₂₆は脚部及び茎部が折損している。
　₃₂₇～₃₅₇は無茎鏃で、石鏃の大半を占めている。その無茎鏃は凹基と平基に分類可能である。₃₁₉・
₃₂₇～₃₅₄は凹基無茎鏃で、抉りが逆「Ⅴ」字状に入る資料が₃₁₉・₃₂₇～₃₃₆・₃₅₀～₃₅₄で、全て黒曜石
を石材とする。草創期の可能性がある₃₁₉は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とし、片方の脚部が折損している。
小型である₃₂₇・₃₂₈は鏃身が正三角形状である。₃₂₉は素材面が残置する。₃₃₀～₃₃₆も基部が深く入る
タイプで、₃₃₄は脚部が大いに発達している。
　₃₃₇～₃₄₉は凹基であるが、前者ほど深く抉りが入らないもので、中には平基に近い資料もある。石材
は神津島恩馳島産黒曜石を利用したものが大半である。形状として側縁が直線的に延びるタイプや微か
に内湾するために、鏃身全体が丸みを帯びるものも散見される。基部の抉りは半円形、台形状等バリエ
ーションが認められる。石鏃の黒曜石以外の石材としては₃₄₄がガラス質黒色安山岩、₃₄₆がホルンフェ
ルスを石材とするのみである。
　₃₅₅～₃₅₇は平基無茎鏃である。₃₅₅はガラス質黒色安山岩を石材とする。側縁が直線的に延び、全体
として二等辺三角形の形状を呈する。₃₅₆は神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。鏃身が内湾するため、
やや丸みを帯びる。裏面に素材剥離面が残置する。₃₅₇は微かに内湾する小型の石鏃である。
　₃₅₈～₃₆₆は石鏃の未製品か。全体の形状や基部未作出、厚み、細部調整等により未製品か否かを判断
している。₃₅₈はガラス質黒色安山岩を石材とし、素材剝片時の厚みを残す。縁辺から剥離調整を施し
ている。製作途中に折損か。₃₅₉～₃₆₁は神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。側縁からの細かな剥離調
整が行われ、形状を整えつつも製作を放棄か。₃₆₂・₃₆₅も神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。この資
料は浅めの抉りが入れられているが、先端部付近が折損している。₃₆₃はガラス質黒色安山岩を石材と
する。基部が折損する。₃₆₄は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とする。側縁からの細かな剥離調整途中のよ
うである。₃₆₆は横長剝片を利用したものか。

スクレイパー類（第95～97図　第21・22表　写真図版40）
　₃₆₇～₃₈₁はスクレイパー類に分類した。出土位置は２区に多い。₃₆₇・₃₆₈はスクレイパーとした。
₃₆₇は細粒凝灰岩を石材とする。手のひらに入る大きさの自然礫を素材とする。縁辺に細かい剥離調整
を施して、刃部を作り出している。石材がスクレイパー類に殆ど使用されない種類で、判断に躊躇する。
₃₆₈は碧玉を石材とする。縦長剝片が素材かと考えられる。両端部が折損しているため全体像が判然と
せず、縦長の石匙である可能性も想起される。当該遺跡ではスクレイパー類として報告する。
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　₃₂₀～₃₂₄は縄文時代早期以降のものと推定された尖頭器及び未製品である。そのうち₃₂₀～₃₂₂は両面
調整の尖頭器である。₃₂₀は神津島恩馳島産黒曜石を石材とし、身部は木葉形を呈する。茎部は無い。
₃₂₁は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とする。₃₂₂は和田小深沢産黒曜石を石材とする。基部が失われ、身部
中位付近で最大幅を測る。₃₂₃・₃₂₄は尖頭器の未製品に分類された資料である。₃₂₃は横長剝片を利用し、
縁辺に剥離調整を施したものか。大きさから尖頭器の未製品と考えたが、石材とする細粒砂岩が尖頭器
に使用される一般的な石材とは考えられないため、検討を要する。₃₂₄は神津島恩馳島産黒曜石を石材
とする。

石鏃・石鏃未製品（第87～89・91・93・94図　第20～22表　写真図版38・39）
　₃₁₉・₃₂₅～₃₅₇は石鏃である。これらのうち₃₁₉については草創期の可能性があるものとして分類した
が、それ以外の石鏃は早期以降として分類している。この石器は茎部の有無及び基部の形態により分類
が可能である。出土位置は２区ＡＨ～ＡＪ₃₀～₃₂グリッドに集中する。
　₃₂₅・₃₂₆は凹基有茎鏃である。両者とも黒曜石で前者が天城柏峠産、後者は諏訪星ヶ台産を石材とす
る。両者とも両側縁部中位付近が微かに内湾する。₃₂₆は脚部及び茎部が折損している。
　₃₂₇～₃₅₇は無茎鏃で、石鏃の大半を占めている。その無茎鏃は凹基と平基に分類可能である。₃₁₉・
₃₂₇～₃₅₄は凹基無茎鏃で、抉りが逆「Ⅴ」字状に入る資料が₃₁₉・₃₂₇～₃₃₆・₃₅₀～₃₅₄で、全て黒曜石
を石材とする。草創期の可能性がある₃₁₉は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とし、片方の脚部が折損している。
小型である₃₂₇・₃₂₈は鏃身が正三角形状である。₃₂₉は素材面が残置する。₃₃₀～₃₃₆も基部が深く入る
タイプで、₃₃₄は脚部が大いに発達している。
　₃₃₇～₃₄₉は凹基であるが、前者ほど深く抉りが入らないもので、中には平基に近い資料もある。石材
は神津島恩馳島産黒曜石を利用したものが大半である。形状として側縁が直線的に延びるタイプや微か
に内湾するために、鏃身全体が丸みを帯びるものも散見される。基部の抉りは半円形、台形状等バリエ
ーションが認められる。石鏃の黒曜石以外の石材としては₃₄₄がガラス質黒色安山岩、₃₄₆がホルンフェ
ルスを石材とするのみである。
　₃₅₅～₃₅₇は平基無茎鏃である。₃₅₅はガラス質黒色安山岩を石材とする。側縁が直線的に延び、全体
として二等辺三角形の形状を呈する。₃₅₆は神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。鏃身が内湾するため、
やや丸みを帯びる。裏面に素材剥離面が残置する。₃₅₇は微かに内湾する小型の石鏃である。
　₃₅₈～₃₆₆は石鏃の未製品か。全体の形状や基部未作出、厚み、細部調整等により未製品か否かを判断
している。₃₅₈はガラス質黒色安山岩を石材とし、素材剝片時の厚みを残す。縁辺から剥離調整を施し
ている。製作途中に折損か。₃₅₉～₃₆₁は神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。側縁からの細かな剥離調
整が行われ、形状を整えつつも製作を放棄か。₃₆₂・₃₆₅も神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。この資
料は浅めの抉りが入れられているが、先端部付近が折損している。₃₆₃はガラス質黒色安山岩を石材と
する。基部が折損する。₃₆₄は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とする。側縁からの細かな剥離調整途中のよ
うである。₃₆₆は横長剝片を利用したものか。

スクレイパー類（第95～97図　第21・22表　写真図版40）
　₃₆₇～₃₈₁はスクレイパー類に分類した。出土位置は２区に多い。₃₆₇・₃₆₈はスクレイパーとした。
₃₆₇は細粒凝灰岩を石材とする。手のひらに入る大きさの自然礫を素材とする。縁辺に細かい剥離調整
を施して、刃部を作り出している。石材がスクレイパー類に殆ど使用されない種類で、判断に躊躇する。
₃₆₈は碧玉を石材とする。縦長剝片が素材かと考えられる。両端部が折損しているため全体像が判然と
せず、縦長の石匙である可能性も想起される。当該遺跡ではスクレイパー類として報告する。
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第89図　石鏃分布図
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第93図　尖頭器・尖頭器未製品・石鏃

320　尖頭器
     黒曜石　神津島恩馳島

323　尖頭器未製品
     細粒砂岩

324　尖頭器未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

325　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

329　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

333　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

337　石鏃
     黒曜石　和田鷹山

338　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

339　石鏃
     黒曜石　箱根畑宿 340　石鏃

     黒曜石　神津島恩馳島

334　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

335　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島
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     黒曜石　神津島恩馳島
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     黒曜石　神津島恩馳島

331　石鏃
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332　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

327　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

328　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島326　石鏃

     黒曜石　諏訪星ヶ台

321　尖頭器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

322　尖頭器
     黒曜石　和田小深沢
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第93図　尖頭器・尖頭器未製品・石鏃

320　尖頭器
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     細粒砂岩
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     黒曜石　諏訪星ヶ台

322　尖頭器
     黒曜石　和田小深沢
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341　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

345　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

349　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

348　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

354　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

364　石鏃未製品
     黒曜石　諏訪星ヶ台

350　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

347　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

351　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

353　石鏃
     黒曜石　神津恩馳島

359　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

360　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

357　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

361　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

365　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

366　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

362　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

352　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

356　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

346　石鏃
     ホルンフェルス

342　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

343　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台 344　石鏃

     ガラス質黒色安山岩

355　石鏃
     ガラス質黒色安山岩

358　石鏃未製品
     ガラス質黒色安山岩

363　石鏃未製品
     ガラス質黒色安山岩

第94図　石鏃・石鏃未製品
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367　スクレイパー
     細粒凝灰岩

368　スクレイパー
     碧玉

372　削器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

371　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

369　掻器
     黒曜石　神津島恩馳島

373　削器
     ホルンフェルス

375　削器
     ガラス質黒色安山岩

376　削器　流紋岩

374　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

370　掻器
     黒曜石　神津島恩馳島

第96図　スクレイパー類
0 3cm4/5
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377　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

381　抉入削器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

380　抉入削器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

383　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

387　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

384　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

388　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

385　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

386　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

382　石匙
     チャート (黒色 )

378　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

379　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

第97図　スクレイパー類・石匙・楔形石器
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377　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

381　抉入削器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

380　抉入削器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

383　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

387　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

384　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

388　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

385　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

386　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

382　石匙
     チャート (黒色 )

378　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

379　削器
     黒曜石　神津島恩馳島
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　₃₆₉・₃₇₀は掻器である。両者共に神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。₃₆₉は左半部が折損している。
下端部に刃部が残存する。₃₇₀は円形掻器であろう。
　₃₇₁～₃₇₉は削器である。₃₇₁は神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。片面に自然面が残置する。下端
部は刃部として加工か。₃₇₂は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とし、縦長剝片を利用か。打瘤と打瘤裂痕が
観察できる。石器の下半部は欠損している。側縁部に細かな剥離調整を施し、刃部に仕上げたものか。
₃₇₃はホルンフェルスを石材とし、横長剝片を利用か。片側側縁を刃部に加工している。₃₇₄は神津島恩
馳島産黒曜石を石材とする。側縁に微細な剥離が連続している。刃部と考えられる。₃₇₅はガラス質黒
色安山岩、₃₇₆は流紋岩を石材とする。横長剝片か。側縁に剥離を加え、刃部として仕上げている。₃₇₇
は神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。下端部が折損している。片側側縁に連続して剥離を加えて、刃
部として仕上げている。この剥離は背面側に施されたものであるが、腹面側にも幾つかの微細な剥離が
認められる。₃₇₈・₃₇₉は共に神津島恩馳島産黒曜石を石材とし、前者は腹面側に剥離調整を施して刃部
に仕上げている。後者は両面から剥離調整を施している。
　₃₈₀・₃₈₁は抉入削器か。諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とする。₃₈₀は上端部側縁に剥離調整を行い、抉
り状に仕上げている。

石匙（第97・111図　第21・22表　写真図版40）
　石匙として分類した石器は₃₈₂のみである。チャートを石材とする。歪ながらも丸く仕上げられたつ
まみから、内湾しながら「八」字状に広がる。刃部は半円状である。当該資料はつまみを中軸にした場
合、左右対称となるタイプである。表裏面共に剥離調整を行い、丁寧な仕上がりとなっている。刃部に
見られる微細な剥離は使用によるものか。

楔形石器（第92・97図　第21・22表　写真図版40）
　₃₈₃～₃₈₈は楔形石器として考えた。いずれも神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。使用時の潰れと考
えられる痕跡が₃₈₄～₃₈₆で観察される。

石核（第98・100～102図　第21・22表　写真図版41）
　₃₈₉～₄₀₄は石核と考えられる。石材は神津島恩馳島産黒曜石が大半を占め、他にも諏訪星ヶ台産黒曜
石やホルンフェルスが散見される。
　自然礫の形状を残すのが₄₀₃・₄₀₄である。共にホルンフェルスを石材とする。₄₀₃は比較的平坦な面
を打面とし、幅の広い横長剝片の剥離を行っている。

打製石斧（第99・102・103図　第21・22表　写真図版42）
　₄₀₅～₄₀₇は打製石斧である。当該遺跡出土の打製石斧は₁₁点である。₄₀₅・₄₀₆は共に中粒砂岩を石材
とする。₄₀₅は基端部を折損する。刃部側には自然面が残置する。また刃部付近の剥離はやや磨滅気味
である。₄₀₆は基端部及び刃部が折損している。裏面に自然面が残置する。側縁基端部寄りの位置に敲
打痕が観察されるが、柄との装着部か。両者とも側縁が並行するので短冊形打製石斧と考えられる。
₄₀₇は前２者の中粒砂岩と異なり、比重が重い輝石安山岩を石材とし、重量は₇₁₆．₇ｇを測る。また最大
幅₁₁．₄㎝と大型である。両側縁中位からやや基端部寄りの位置に敲打を加え、抉りを入れている。柄と
の装着部と考えられる。形態から分銅型石斧に分類される。大礫を素材とし、片面には自然面が残置す
る。刃部付近は使用による磨滅か。
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とする。₄₀₅は基端部を折損する。刃部側には自然面が残置する。また刃部付近の剥離はやや磨滅気味
である。₄₀₆は基端部及び刃部が折損している。裏面に自然面が残置する。側縁基端部寄りの位置に敲
打痕が観察されるが、柄との装着部か。両者とも側縁が並行するので短冊形打製石斧と考えられる。
₄₀₇は前２者の中粒砂岩と異なり、比重が重い輝石安山岩を石材とし、重量は₇₁₆．₇ｇを測る。また最大
幅₁₁．₄㎝と大型である。両側縁中位からやや基端部寄りの位置に敲打を加え、抉りを入れている。柄と
の装着部と考えられる。形態から分銅型石斧に分類される。大礫を素材とし、片面には自然面が残置す
る。刃部付近は使用による磨滅か。
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第98図　石核分布図

２区拡大図
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第98図　石核分布図
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第99図　打製石斧分布図
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第99図　打製石斧分布図
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389　石核
     黒曜石　諏訪星ヶ台

390　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

392　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

391　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

393　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

395　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

397　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

396　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

394　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

第100図　石核①

0 3cm4/5
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389　石核
     黒曜石　諏訪星ヶ台
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392　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

391　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

393　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

395　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

397　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

396　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

394　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

第100図　石核①

0 3cm4/5
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398　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

399　石核
     ホルンフェルス

400　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

401　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

402　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

第101図　石核②

0 3cm4/5
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398　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

399　石核
     ホルンフェルス

400　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

401　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

402　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

第101図　石核②

0 3cm4/5
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403　石核
     ホルンフェルス

404　石核
     ホルンフェルス

405　打製石斧
     中粒砂岩

406　打製石斧
     中粒砂岩

第102図　石核・打製石斧

0 3cm4/5

0 3cm1/2

0 3cm2/3
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403　石核
     ホルンフェルス

404　石核
     ホルンフェルス

405　打製石斧
     中粒砂岩

406　打製石斧
     中粒砂岩

第102図　石核・打製石斧

0 3cm4/5

0 3cm1/2

0 3cm2/3
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407　打製石斧
     輝石安山岩

408　礫器
     輝石安山岩

第103図　打製石斧・礫器

0 3cm1/2

0 5cm1/3
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407　打製石斧
     輝石安山岩

408　礫器
     輝石安山岩

第103図　打製石斧・礫器

0 3cm1/2

0 5cm1/3
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第104図　磨敲石類分布図

２区拡大図
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第104図　磨敲石類分布図

２区拡大図２区拡大図
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第105図　台石・石皿類分布図
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第105図　台石・石皿類分布図
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第106図　磨敲石類①

409　磨敲石　輝石安山岩

413　磨敲石　輝石安山岩

411　磨敲石　輝石安山岩

415　磨敲石
　　 輝石安山岩

417　磨敲石　輝石安山岩

410　磨敲石　輝石安山岩

414　磨敲石　輝石安山岩

412　磨敲石
　　 輝石安山岩

416　磨敲石
　　 多孔質玄武岩

418　磨敲石
　　 輝石安山岩
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第106図　磨敲石類①

409　磨敲石　輝石安山岩

413　磨敲石　輝石安山岩

411　磨敲石　輝石安山岩

415　磨敲石
　　 輝石安山岩

417　磨敲石　輝石安山岩

410　磨敲石　輝石安山岩

414　磨敲石　輝石安山岩

412　磨敲石
　　 輝石安山岩

416　磨敲石
　　 多孔質玄武岩

418　磨敲石
　　 輝石安山岩
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第107図　磨敲石類②

419　磨石　輝石安山岩

423　磨石
　　 デイサイト

421　磨石　輝石安山岩

425　磨石　輝石安山岩

427　磨石
　　 輝石安山岩

428　磨石
　　 輝石安山岩

430　磨石
　　 輝石安山岩

420　磨石　輝石安山岩

424　磨石　玄武岩

429　磨石　玄武岩

422　磨石　輝石安山岩

426　磨石
　　 輝石安山岩
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第107図　磨敲石類②

419　磨石　輝石安山岩

423　磨石
　　 デイサイト

421　磨石　輝石安山岩

425　磨石　輝石安山岩

427　磨石
　　 輝石安山岩

428　磨石
　　 輝石安山岩

430　磨石
　　 輝石安山岩

420　磨石　輝石安山岩

424　磨石　玄武岩

429　磨石　玄武岩

422　磨石　輝石安山岩

426　磨石
　　 輝石安山岩
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第108図　磨敲石類・台石・石皿類

431　磨石　玄武岩

437　敲石
　　 緑色凝灰岩

432　磨石　輝石安山岩

433　磨石　輝石安山岩

434　磨石　輝石安山岩

435　磨石　輝石安山岩

436　磨石　輝石安山岩

438　台石・石皿類　輝石安山岩
439　台石・石皿類　輝石安山岩
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第108図　磨敲石類・台石・石皿類

431　磨石　玄武岩

437　敲石
　　 緑色凝灰岩

432　磨石　輝石安山岩

433　磨石　輝石安山岩

434　磨石　輝石安山岩

435　磨石　輝石安山岩

436　磨石　輝石安山岩

438　台石・石皿類　輝石安山岩
439　台石・石皿類　輝石安山岩
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第109図　台石・石皿類他

445　砥石
　　 輝石安山岩

447　異形部分磨製石器
　　 水晶

441　台石・石皿類　輝石安山岩

442　台石・石皿類　輝石安山岩

443　台石・石皿類　輝石安山岩

444　台石・石皿類　輝石安山岩

446　石錘　輝石安山岩

440　台石・石皿類　多孔質玄武岩
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第109図　台石・石皿類他

445　砥石
　　 輝石安山岩

447　異形部分磨製石器
　　 水晶

441　台石・石皿類　輝石安山岩

442　台石・石皿類　輝石安山岩

443　台石・石皿類　輝石安山岩

444　台石・石皿類　輝石安山岩

446　石錘　輝石安山岩

440　台石・石皿類　多孔質玄武岩
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第110図　剝片他分布図

２区拡大図
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礫器（第103・112図　第21・22表　写真図版42）
　₄₀₈は礫器である。輝石安山岩を石材とする。扁平で楕円形を呈する礫を利用している。片面から剥
離を行い、刃部を仕上げている。

磨敲石類（第104・106～108図　第21・22表）
　₄₀₉～₄₃₇は磨敲石類である。石器表面に磨り・敲きの痕跡が観察される礫塊石器の一群である。礫自
体の形状や磨り・敲きという機能の組み合わせ等により更に分類が可能である。出土位置は１・２区に
多いが、３区でも比較的多く確認された。
　₄₀₉～₄₁₈は磨敲石である。₄₀₉・₄₁₀は扁平な円礫を利用したもので、縁辺に敲打痕、片面に磨り痕が
観察される。輝石安山岩を石材とする。₄₁₁～₄₁₈は長楕円～棒状の礫を利用した磨敲石である。そのう
ち₄₁₁～₄₁₄は断面が三角形状を呈する資料である。磨り面が複数認められ、敲打痕は上下端部に多く認
められる。₄₁₅～₄₁₈は断面形が四角形～円形を呈する資料である。磨り面が複数認められ、敲打痕は端
部に認められる。₄₁₆は上下端部を除く部分全てを磨り面として使用されている。₄₁₈は敲打痕が主要面
中央に集中し、他の磨敲石と比較して使用方法のバリエーションが想起される。
　₄₁₉～₄₃₆は磨石である。₄₁₉～₄₂₂は扁平な円礫を利用したものである。いずれも手のひら大の礫であ
る。表裏に磨り面が認められるタイプや、₄₂₂のように側縁にも磨り面が認められるものもある。₄₂₃・
₄₂₄はやや扁平で長楕円形の礫を利用した石器である。両者とも両側縁にのみ磨り面が観察される。₄₂₅
～₄₂₇・₄₃₃は断面が三角形状を呈するタイプで、₄₂₅～₄₂₇は側面と表裏面の計３面の磨り面が認められ
る。₄₃₃は礫素材自体の断面が三角形状を呈し、磨り面は１面のみである。₄₂₈～₄₃₁・₄₃₄は棒状で断面
が四角～円形を呈するタイプである。₄₂₈は２面、₄₂₉は３面の磨り面が観察される。₄₃₀は下端面も磨
り面としている。₄₃₁はほぼ全周を磨り面とする。₄₃₄は小型に分類される。
　₄₃₇は敲石である。扁平で長楕円形の礫を利用している。上下端部及び片側側面に敲打による剥離痕
が観察される。緑色凝灰岩を石材とする。

台石・石皿類（第105・108・109図　第21・22表）
　₄₃₈～₄₄₄は台石・石皿類である。共に大型で平坦面をもつ礫素材を使用し、作業台となしたものであ
る。台石は平坦な面を機能面とし、磨り面、敲打痕等が観察される。石皿は凹面状の機能面があるもの
とするが、浅い凹面のものもあるので石皿と台石との厳密な区分が難しい。
　₄₃₈・₄₃₉は台石の類か。僅かに窪む機能面を１面のみ持つ。₄₄₀は石皿であるが、機能面のほぼ中央
部に敲打痕集中が２箇所認められる。₄₄₁・₄₄₂は比較的小型の台石である。

砥石（第109・111図　第21・22表）
　₄₄₅は砥石の可能性がある。平滑な機能面が表裏２面認められたため、磨石とは区別している。輝石
安山岩を石材とする。

石錘（第109・111図　第21・22表）
　₄₄₆は石錘である。輝石安山岩を石材とし、扁平な楕円礫を利用したもので、礫石錘である。両端を
打ち欠いている。この他に加工痕は観察されない。

異形部分磨製石器（第109・112図　第21・22表）
　₄₄₇は異形部分磨製石器と考えられる。「トロトロ石器」とも呼称されるこの石器の表面は、融解でも

第３節　縄文時代の遺構と遺物

⊖ 135 ⊖

礫器（第103・112図　第21・22表　写真図版42）
　₄₀₈は礫器である。輝石安山岩を石材とする。扁平で楕円形を呈する礫を利用している。片面から剥
離を行い、刃部を仕上げている。

磨敲石類（第104・106～108図　第21・22表）
　₄₀₉～₄₃₇は磨敲石類である。石器表面に磨り・敲きの痕跡が観察される礫塊石器の一群である。礫自
体の形状や磨り・敲きという機能の組み合わせ等により更に分類が可能である。出土位置は１・２区に
多いが、３区でも比較的多く確認された。
　₄₀₉～₄₁₈は磨敲石である。₄₀₉・₄₁₀は扁平な円礫を利用したもので、縁辺に敲打痕、片面に磨り痕が
観察される。輝石安山岩を石材とする。₄₁₁～₄₁₈は長楕円～棒状の礫を利用した磨敲石である。そのう
ち₄₁₁～₄₁₄は断面が三角形状を呈する資料である。磨り面が複数認められ、敲打痕は上下端部に多く認
められる。₄₁₅～₄₁₈は断面形が四角形～円形を呈する資料である。磨り面が複数認められ、敲打痕は端
部に認められる。₄₁₆は上下端部を除く部分全てを磨り面として使用されている。₄₁₈は敲打痕が主要面
中央に集中し、他の磨敲石と比較して使用方法のバリエーションが想起される。
　₄₁₉～₄₃₆は磨石である。₄₁₉～₄₂₂は扁平な円礫を利用したものである。いずれも手のひら大の礫であ
る。表裏に磨り面が認められるタイプや、₄₂₂のように側縁にも磨り面が認められるものもある。₄₂₃・
₄₂₄はやや扁平で長楕円形の礫を利用した石器である。両者とも両側縁にのみ磨り面が観察される。₄₂₅
～₄₂₇・₄₃₃は断面が三角形状を呈するタイプで、₄₂₅～₄₂₇は側面と表裏面の計３面の磨り面が認められ
る。₄₃₃は礫素材自体の断面が三角形状を呈し、磨り面は１面のみである。₄₂₈～₄₃₁・₄₃₄は棒状で断面
が四角～円形を呈するタイプである。₄₂₈は２面、₄₂₉は３面の磨り面が観察される。₄₃₀は下端面も磨
り面としている。₄₃₁はほぼ全周を磨り面とする。₄₃₄は小型に分類される。
　₄₃₇は敲石である。扁平で長楕円形の礫を利用している。上下端部及び片側側面に敲打による剥離痕
が観察される。緑色凝灰岩を石材とする。

台石・石皿類（第105・108・109図　第21・22表）
　₄₃₈～₄₄₄は台石・石皿類である。共に大型で平坦面をもつ礫素材を使用し、作業台となしたものであ
る。台石は平坦な面を機能面とし、磨り面、敲打痕等が観察される。石皿は凹面状の機能面があるもの
とするが、浅い凹面のものもあるので石皿と台石との厳密な区分が難しい。
　₄₃₈・₄₃₉は台石の類か。僅かに窪む機能面を１面のみ持つ。₄₄₀は石皿であるが、機能面のほぼ中央
部に敲打痕集中が２箇所認められる。₄₄₁・₄₄₂は比較的小型の台石である。

砥石（第109・111図　第21・22表）
　₄₄₅は砥石の可能性がある。平滑な機能面が表裏２面認められたため、磨石とは区別している。輝石
安山岩を石材とする。

石錘（第109・111図　第21・22表）
　₄₄₆は石錘である。輝石安山岩を石材とし、扁平な楕円礫を利用したもので、礫石錘である。両端を
打ち欠いている。この他に加工痕は観察されない。

異形部分磨製石器（第109・112図　第21・22表）
　₄₄₇は異形部分磨製石器と考えられる。「トロトロ石器」とも呼称されるこの石器の表面は、融解でも

第３節　縄文時代の遺構と遺物



第111図　砥石・石錘・石匙・原石分布図 第112図　礫器・異形部分磨製石器分布図

１区

２区

４区

礫器・輝石安山岩

異形部分磨製石器・水晶

石匙・チャート（黒色）

砥石・輝石安山岩
石錘・輝石安山岩

原石・ホルンフェルス

32 3331 34 35 36 37 38302928

AN

AM

AO

AP

AQ

AL

AK

AJ

AI

AH

AG

AF

AE 32 3331 34 35 36 37 38 39 403029

V

U

T

S

R

Q

P

O

N

M

L

K
0 30m
等高線はYLU上面

1/1500 0 30m
等高線はYLU上面

1/1500

167.0m

160.0m

162.0m

165.0m

155.0m

155.0m

153.0m

157.0m

159.0m

382

408

445

446

447

⊖ 136 ⊖

したかのような磨きがなされたものである。当該資料は水晶を石材とする。両面とも丁寧に剥離調整が
行われた後に、磨きにより稜線が丸みを帯びる。先端部は丸く仕上げる。基部においては抉りを入れ、
脚状に仕上げている。両脚部の先端部寄りの位置に浅く抉りを入れている。なお縄文時代の遺物の出土
が少ない４区での出土遺物である。

剝片・砕片・二次加工剝片・使用痕剝片（第110図　第21表）
　当該遺跡における剝片・砕片・二次加工剝片・使用痕剝片の出土位置は２区に集中する。尾根際のＡ
Ｉ・ＡＪ₃₁グリッドから埋没谷地形にかけて濃密な分布を示している。

第21表　縄文時代遺構外出土石器組成表
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天城柏峠 AGKT 5 1 5 11
箱根畑宿 HNHJ 1 1 2
神津島恩馳島 KZOB 1 1 98 20 2 5 15 24 2 1 219 388
諏訪星ヶ台 SWHD 1 10 1 1 2 1 3 4 23
和田小深沢 WDKB 1 1
和田鷹山 WDTY 1 1
産地不明 3 23 20 2397 2443
黒曜石計 3 1 118 21 3 6 2 16 28 25 21 2625 2869

玄武岩 Ba 10 2 12
多孔質玄武岩 VBa 1 3 2 6
ガラス質黒色安山岩 GAn 2 2 1 237 242
細粒安山岩 FAn 2 17 19
輝石安山岩 An（Py） 1 1 1 36 75 1 13 1 1 130
角閃石安山岩 An（Ho） 1 1
デイサイト Da 2 2
流紋岩 Rhy 1 1 2
細粒斑レイ岩 FG 1 1
水晶 RC 1 1
碧玉 Ja 1 1
赤玉石（碧玉） RJa 3 3
ホルンフェルス Hor 2 1 4 191 1 199
片状ホルンフェルス Hor（Sc） 1 1
細粒凝灰岩 FT 1 1 9 11
緑色凝灰岩 GT 1 1 1 1 4
頁岩 Sh 4 1 5
細粒砂岩 FSS 1 6 7
中粒砂岩 MSS 2 1 3
チャート（黒色） Ch（Bl） 1 1

計 3 2 122 23 2 3 9 2 1 16 33 11 25 21 3094 1 37 92 2 17 1 1 1 1 3520
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第22表　縄文時代遺構外出土石器計測表①

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 枝番 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）
接合 
番号

298 38 5448 FB AI-31 尖頭器 ガラス質黒色安山岩 11.2 3.2 1.1 36.4 

299 38 3380 FB AQ-36 尖頭器 ガラス質黒色安山岩 9.8 4.4 1.0 52.6 

300 38 3980 FB AI-32 尖頭器 ホルンフェルス 5.5 2.3 1.1 13.5 

301 38 7332 FB AH-31 尖頭器 ホルンフェルス （3.5） 1.7 0.9 4.7 

302 38 5689 FB AI-31 尖頭器 ホルンフェルス （3.4） 1.6 0.7 4.0 

303 38 7152 FB AH-31 尖頭器 ホルンフェルス （2.9） 1.7 0.9 4.8 

304 38 6140 FB AJ-31 尖頭器 ホルンフェルス （3.7） 2.4 1.2 8.2 

305 38 9027 FB AI-31 尖頭器 ホルンフェルス （4.0） 3.3 1.3 12.1 

306 38 2325 FB AI-31 尖頭器未製品 黒曜石 神津島恩馳島 9.0 6.0 1.8 83.6 

307 38 4490 YLU AP-37 有舌尖頭器 ホルンフェルス 7.2 2.0 0.7 10.1 

308 38 10648 YLU AH-31 有舌尖頭器 ガラス質黒色安山岩 6.2 1.5 0.7 5.4 

309 38 9138 FB AJ-31 有舌尖頭器 ガラス質黒色安山岩 3.2 1.4 0.4 1.4 

310 38 5984 FB AI-31 有舌尖頭器 ホルンフェルス 3.1 1.0 0.5 1.4 

311 38 3079 FB AQ-37 有舌尖頭器 珪質頁岩 （5.7） 1.3 0.5 4.0 

312 38 13137 排土中 - 有舌尖頭器 ホルンフェルス （6.0） 1.4 0.5 4.9 

313 38 2974 FB AP-37 有舌尖頭器 ホルンフェルス （4.3） 1.3 0.4 3.1 

314 38 10893 YLU AJ-31 有舌尖頭器 ガラス質黒色安山岩 （4.3） 1.2 0.5 2.5 

315 38 4491 YLU AP-37 有舌尖頭器 黒曜石 天城柏峠 （2.3） 1.5 0.4 1.0 

316 38 5319 FB AI-31 有舌尖頭器 ホルンフェルス （3.7） 1.8 0.6 4.4 

317 38 9150 FB AJ-31 有舌尖頭器 ホルンフェルス （4.1） 1.2 0.5 3.6 

318 38 3723 ZN AP-36 有肩薄型尖頭器 粘板岩 （3.3） 1.6 0.3 1.7 

319 38 2671 FB AQ-36 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.83 1.13 0.19 0.5

320 39 5293 FB AH-31 尖頭器 黒曜石 神津島恩馳島 3.1 1.7 0.7 3.4 

321 39 4859 FB AJ-31 尖頭器 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.3 0.7 0.2 0.2 

322 39 7338 FB AJ-31 尖頭器 黒曜石 和田小深沢 （2.7） 1.4 0.5 0.5 

323 39 4327 KGP AH-31 尖頭器未製品 細粒砂岩 4.3 1.4 0.6 4.9 

324 39 8943 FB AI-31 尖頭器未製品 黒曜石 神津島恩馳島 3.3 2.4 0.9 6.0 

325 39 13135 黒色土 AV-08 石鏃 黒曜石 天城柏峠 （2.4） 1.8 0.5 1.6 

326 39 6 黒色土 AI-33 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.8 1.3 0.2 0.5 

327 39 6036 FB AI-30 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.4 1.8 0.2 0.5 

328 39 9993 ZN AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.5 0.8 0.2 0.5 

329 39 5330 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.4 0.2 0.5 

330 39 9114 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.8 （1.2） 0.2 0.6 

331 39 6526 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.4 （1.0） 0.2 0.4 

332 39 9715 ZN AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.4 （1.0） 0.2 0.3 

333 39 5990 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.0 （1.8） 0.3 1.1 

334 39 4754 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 0.8 （1.1） 0.2 0.2 

335 39 7143 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.3） 1.8 0.3 0.5 

336 39 9424 FB AK-32 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.3） 1.5 0.3 0.4 

337 39 1851 FB AP-37 石鏃 黒曜石 和田鷹山 1.7 1.4 0.3 0.6 

338 39 12036 KU P-34 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.2 1.4 0.4 0.6 

339 39 9536 ZN AI-30 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 1.6 1.5 0.3 0.7 

340 39 2921 FB AQ-37 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 （1.1） 0.4 0.6 

341 39 5317 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.6） （1.5） 0.4 1.0 

342 39 2490 FB AP-37 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.2 （1.0） 0.3 0.3 

343 39 7116 FB AG-31 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.7 1.4 0.4 0.9 

344 39 2083 2 表土 TP-25 石鏃 ガラス質黒色安山岩 （2.2） 1.6 0.4 1.1 

345 39 7127 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.5 1.4 0.5 0.8 

346 39 3818 ZN AP-37 石鏃 ホルンフェルス 2.2 1.7 0.3 0.9 

347 39 13051 FB Z-23 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 2.0 0.6 1.8 

348 39 7373 FB AH-30 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.0 1.3 0.4 0.9 

349 39 3093 FB AO-36 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.1 1.5 0.4 1.1 

350 39 6665 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.5） （1.2） 0.2 0.4 

351 39 5300 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.3） （1.4） 0.2 0.3 

352 39 8389 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.9） （1.4） 0.3 0.7 

353 39 5724 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.8 （1.4） 0.3 0.7 

354 39 3874 FB AJ-31 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.4） （1.2） 0.2 0.4 

355 39 5236 YLU AP-37 石鏃 ガラス質黒色安山岩 3.1 2.3 0.5 3.2 

356 39 10921 YLU AI-30 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.2 1.5 0.4 1.1 

357 39 4081 ZN AQ-36 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.6） 1.3 0.2 0.5 

358 39 4330 KGP AH-31 石鏃未製品 ガラス質黒色安山岩 （2.2） 2.0 0.7 2.5 

359 39 10474 YLU AI-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.5 0.4 1.0 

360 39 326 FB AI-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 1.8 0.6 2.4 

361 39 4880 FB AJ-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.4 2.2 0.7 2.8 

362 39 5318 FB AI-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 （2.3） 2.8 0.9 3.8 

363 39 5237 YLU AP-37 石鏃未製品 ガラス質黒色安山岩 2.2 1.4 0.4 1.0 

364 39 1301 NSC AG-29 石鏃未製品 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.5 1.6 0.5 1.0 

365 39 10192 ZN AJ-30 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 （1.8） 3.0 0.4 1.8 

366 39 10158 ZN AJ-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.4 （1.8） 0.4 1.5 

367 40 6652 FB AI-31 スクレイパー 細粒凝灰岩 72.0 52.0 23.0 85.4 

368 40 6942 FB AJ-31 スクレイパー 碧玉 （2.7） 1.2 0.5 1.9 

369 40 6067 FB AJ-30 掻器 黒曜石 神津島恩馳島 3.1 （1.5） 0.8 3.0 

370 40 4806 FB AJ-31 掻器 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 1.8 1.0 3.0 

371 40 2574 FB AP-37 削器 黒曜石 神津島恩馳島 2.4 1.7 0.9 3.3 

372 40 5208 FB AH-31 削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 （3.0） 2.2 0.6 4.3 

373 40 1118 FB S-33 削器 ホルンフェルス 5.3 2.8 1.2 21.4 

374 40 8374 FB AH-31 削器 黒曜石 神津島恩馳島 4.5 1.7 0.8 5.2 
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第22表　縄文時代遺構外出土石器計測表①

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 枝番 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）
接合 
番号

298 38 5448 FB AI-31 尖頭器 ガラス質黒色安山岩 11.2 3.2 1.1 36.4

299 38 3380 FB AQ-36 尖頭器 ガラス質黒色安山岩 9.8 4.4 1.0 52.6

300 38 3980 FB AI-32 尖頭器 ホルンフェルス 5.5 2.3 1.1 13.5

301 38 7332 FB AH-31 尖頭器 ホルンフェルス （3.5） 1.7 0.9 4.7

302 38 5689 FB AI-31 尖頭器 ホルンフェルス （3.4） 1.6 0.7 4.0

303 38 7152 FB AH-31 尖頭器 ホルンフェルス （2.9） 1.7 0.9 4.8

304 38 6140 FB AJ-31 尖頭器 ホルンフェルス （3.7） 2.4 1.2 8.2

305 38 9027 FB AI-31 尖頭器 ホルンフェルス （4.0） 3.3 1.3 12.1

306 38 2325 FB AI-31 尖頭器未製品 黒曜石 神津島恩馳島 9.0 6.0 1.8 83.6

307 38 4490 YLU AP-37 有舌尖頭器 ホルンフェルス 7.2 2.0 0.7 10.1

308 38 10648 YLU AH-31 有舌尖頭器 ガラス質黒色安山岩 6.2 1.5 0.7 5.4

309 38 9138 FB AJ-31 有舌尖頭器 ガラス質黒色安山岩 3.2 1.4 0.4 1.4

310 38 5984 FB AI-31 有舌尖頭器 ホルンフェルス 3.1 1.0 0.5 1.4

311 38 3079 FB AQ-37 有舌尖頭器 珪質頁岩 （5.7） 1.3 0.5 4.0

312 38 13137 排土中 - 有舌尖頭器 ホルンフェルス （6.0） 1.4 0.5 4.9

313 38 2974 FB AP-37 有舌尖頭器 ホルンフェルス （4.3） 1.3 0.4 3.1

314 38 10893 YLU AJ-31 有舌尖頭器 ガラス質黒色安山岩 （4.3） 1.2 0.5 2.5

315 38 4491 YLU AP-37 有舌尖頭器 黒曜石 天城柏峠 （2.3） 1.5 0.4 1.0

316 38 5319 FB AI-31 有舌尖頭器 ホルンフェルス （3.7） 1.8 0.6 4.4

317 38 9150 FB AJ-31 有舌尖頭器 ホルンフェルス （4.1） 1.2 0.5 3.6

318 38 3723 ZN AP-36 有肩薄型尖頭器 粘板岩 （3.3） 1.6 0.3 1.7

319 38 2671 FB AQ-36 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.83 1.13 0.19 0.5

320 39 5293 FB AH-31 尖頭器 黒曜石 神津島恩馳島 3.1 1.7 0.7 3.4

321 39 4859 FB AJ-31 尖頭器 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.3 0.7 0.2 0.2

322 39 7338 FB AJ-31 尖頭器 黒曜石 和田小深沢 （2.7） 1.4 0.5 0.5

323 39 4327 KGP AH-31 尖頭器未製品 細粒砂岩 4.3 1.4 0.6 4.9

324 39 8943 FB AI-31 尖頭器未製品 黒曜石 神津島恩馳島 3.3 2.4 0.9 6.0

325 39 13135 黒色土 AV-08 石鏃 黒曜石 天城柏峠 （2.4） 1.8 0.5 1.6

326 39 6 黒色土 AI-33 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.8 1.3 0.2 0.5

327 39 6036 FB AI-30 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.4 1.8 0.2 0.5

328 39 9993 ZN AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.5 0.8 0.2 0.5

329 39 5330 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.4 0.2 0.5

330 39 9114 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.8 （1.2） 0.2 0.6

331 39 6526 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.4 （1.0） 0.2 0.4

332 39 9715 ZN AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.4 （1.0） 0.2 0.3

333 39 5990 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.0 （1.8） 0.3 1.1

334 39 4754 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 0.8 （1.1） 0.2 0.2

335 39 7143 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.3） 1.8 0.3 0.5

336 39 9424 FB AK-32 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.3） 1.5 0.3 0.4

337 39 1851 FB AP-37 石鏃 黒曜石 和田鷹山 1.7 1.4 0.3 0.6

338 39 12036 KU P-34 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.2 1.4 0.4 0.6

339 39 9536 ZN AI-30 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 1.6 1.5 0.3 0.7

340 39 2921 FB AQ-37 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 （1.1） 0.4 0.6

341 39 5317 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.6） （1.5） 0.4 1.0

342 39 2490 FB AP-37 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.2 （1.0） 0.3 0.3

343 39 7116 FB AG-31 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.7 1.4 0.4 0.9

344 39 2083 2 表土 TP-25 石鏃 ガラス質黒色安山岩 （2.2） 1.6 0.4 1.1

345 39 7127 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.5 1.4 0.5 0.8

346 39 3818 ZN AP-37 石鏃 ホルンフェルス 2.2 1.7 0.3 0.9

347 39 13051 FB Z-23 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 2.0 0.6 1.8

348 39 7373 FB AH-30 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.0 1.3 0.4 0.9

349 39 3093 FB AO-36 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.1 1.5 0.4 1.1

350 39 6665 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.5） （1.2） 0.2 0.4

351 39 5300 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.3） （1.4） 0.2 0.3

352 39 8389 FB AH-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.9） （1.4） 0.3 0.7

353 39 5724 FB AI-31 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.8 （1.4） 0.3 0.7

354 39 3874 FB AJ-31 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.4） （1.2） 0.2 0.4

355 39 5236 YLU AP-37 石鏃 ガラス質黒色安山岩 3.1 2.3 0.5 3.2

356 39 10921 YLU AI-30 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.2 1.5 0.4 1.1

357 39 4081 ZN AQ-36 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.6） 1.3 0.2 0.5

358 39 4330 KGP AH-31 石鏃未製品 ガラス質黒色安山岩 （2.2） 2.0 0.7 2.5

359 39 10474 YLU AI-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.5 0.4 1.0

360 39 326 FB AI-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 1.8 0.6 2.4

361 39 4880 FB AJ-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.4 2.2 0.7 2.8

362 39 5318 FB AI-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 （2.3） 2.8 0.9 3.8

363 39 5237 YLU AP-37 石鏃未製品 ガラス質黒色安山岩 2.2 1.4 0.4 1.0

364 39 1301 NSC AG-29 石鏃未製品 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.5 1.6 0.5 1.0

365 39 10192 ZN AJ-30 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 （1.8） 3.0 0.4 1.8

366 39 10158 ZN AJ-31 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.4 （1.8） 0.4 1.5

367 40 6652 FB AI-31 スクレイパー 細粒凝灰岩 72.0 52.0 23.0 85.4

368 40 6942 FB AJ-31 スクレイパー 碧玉 （2.7） 1.2 0.5 1.9

369 40 6067 FB AJ-30 掻器 黒曜石 神津島恩馳島 3.1 （1.5） 0.8 3.0

370 40 4806 FB AJ-31 掻器 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 1.8 1.0 3.0

371 40 2574 FB AP-37 削器 黒曜石 神津島恩馳島 2.4 1.7 0.9 3.3

372 40 5208 FB AH-31 削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 （3.0） 2.2 0.6 4.3

373 40 1118 FB S-33 削器 ホルンフェルス 5.3 2.8 1.2 21.4

374 40 8374 FB AH-31 削器 黒曜石 神津島恩馳島 4.5 1.7 0.8 5.2
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第22表　縄文時代遺構外出土石器計測表②

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 枝番 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）
接合 
番号

375 40 12381 FB Q-34 削器 ガラス質黒色安山岩 （5.9） 4.1 1.2 22.4 

376 40 497 FB AO-31 削器 流紋岩 5.7 2.9 0.7 8.0 

377 40 5522 FB AI-30 削器 黒曜石 神津島恩馳島 （4.5） 2.4 1.2 9.1 

378 40 5729 FB AI-31 削器 黒曜石 神津島恩馳島 （2.5） 4.0 1.4 10.2 

379 40 8176 FB AI-30 削器 黒曜石 神津島恩馳島 （1.9） （3.4） 1.0 5.1 

380 40 669 FB AI-31 抉入削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 （3.0） 2.8 1.1 6.7 

381 40 6485 FB AJ-31 抉入削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.9 1.7 0.6 1.5 

382 40 1879 FB AP-36 石匙 チャート（黒色） 5.2 6.6 1.0 21.3 

383 40 5737 FB AI-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.3 1.0 3.8 

384 40 7336 FB AH-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.8 0.9 3.4 

385 40 8345 FB AH-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 3.0 1.2 1.0 2.7 

386 40 3269 FB AQ-36 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.7 0.7 2.6 

387 40 9525 ZN AH-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 （1.9） 1.5 0.9 1.8 

388 40 10073 ZN AI-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 （1.8） 1.7 0.8 2.7 

389 41 12636 FB AC-21 石核 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.0 2.9 1.6 20.0 109

390 41 6664 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 2.6 1.8 10.5 109

391 41 312 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.0 2.8 1.3 7.4 

392 41 6681 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.8 2.9 1.6 11.2 

393 41 6077 FB AJ-30 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.0 2.7 1.5 15.4 112

394 41 4824 FB AJ-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 2.8 1.3 7.6 112

395 41 5303 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 2.9 0.9 4.4 

396 41 5289 FB AH-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.1 4.1 1.3 9.8 

397 41 4363 KGP AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.1 2.6 1.0 8.1 

398 41 6939 FB AJ-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 4.1 3.8 1.4 19.0 

399 41 5654 FB AI-31 石核 ホルンフェルス 6.3 5.4 1.6 76.6 

400 41 383 FB AK-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.8 2.5 1.4 10.2 

401 41 3343 FB AQ-36 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.8 3.0 0.9 4.6 

402 41 9368 FB AI-30 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.3 4.7 1.8 22.9 

403 41 12292 KU R-35 石核 ホルンフェルス 5.4 16.4 7.2 816.7 

404 41 12763 FB AB-23 石核 ホルンフェルス 3.8 7.5 4.0 126.0 

405 42 11651 KR N-37 打製石斧 中粒砂岩 （10.0） 5.0 1.0 69.7 

406 42 11981 KU T-32 打製石斧 中粒砂岩 （7.9） 4.1 1.4 59.1 

407 42 12291 KU R-35 打製石斧 輝石安山岩 17.4 11.4 2.7 716.7 

408 42 12238 FB S-32 礫器 輝石安山岩 131.0 110.0 41.0 730.0 

409 315 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 8.5 8.4 4.2 417.9 

410 1730 AN AP-36 磨敲石 輝石安山岩 18.9 9.7 5.4 701.9 110

411 8635 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 16.9 8.1 5.6 1057.4 110

411 10364 ZN AI-31 磨敲石 輝石安山岩 - - - -

412 2274 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 11.5 6.3 5.8 583.3 

413 1674 NSC AI-35 磨敲石 輝石安山岩 （8.0） 8.2 7.2 707.8 

414 61 NSC AI-31 磨敲石 輝石安山岩 16.9 7.7 6.5 988.6 

414 7042 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 - - - -

415 5858 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 12.1 7.3 5.9 755.7 

416 3550 FB AP-36 磨敲石 多孔質玄武岩 15.7 5.8 5.5 756.8 

417 3777 ZN AP-37 磨敲石 輝石安山岩 15.0 6.8 4.4 625.4 

418 7631 FB AH-31 磨敲石 輝石安山岩 11.0 6.5 4.8 626.1 

419 2948 FB AQ-36 磨石 輝石安山岩 1086.0 9.6 4.6 617.3 

420 13103 FB AB-23 磨石 輝石安山岩 9.2 8.5 4.0 439.6 

421 1364 FB AG-29 磨石 輝石安山岩 6.5 6.5 2.2 126.8 

422 1339 FB AG-29 磨石 輝石安山岩 9.3 7.8 3.4 348.1 

423 3628 FB AQ-36 磨石 デイサイト 11.3 7.7 4.3 517.5 

424 8623 FB AI-31 磨石 玄武岩 14.5 8.5 6.0 1061.3 

425 2403 FB AP-36 磨石 輝石安山岩 12.6 8.8 5.9 1002.7 

426 6658 FB AI-31 磨石 輝石安山岩 （11.7） 8.8 7.4 1052.4 

427 9560 ZN AI-31 磨石 輝石安山岩 6.4 7.3 5.0 276.0 

428 7629 FB AH-31 磨石 輝石安山岩 13.9 5.6 5.3 622.7 

429 6260 FB AI-30 磨石 玄武岩 9.6 5.6 5.4 589.0 

430 1555 FB AJ-31 磨石 輝石安山岩 14.7 6.2 5.2 815.4 

430 6655 FB AI-31 磨石 輝石安山岩 - - - -

431 2913 FB AQ-37 磨石 玄武岩 12.0 5.8 5.4 567.3 

432 10363 ZN AI-31 磨石 輝石安山岩 12.8 9.0 5.7 852.8 

433 13132 FB AA-25 磨石 輝石安山岩 12.0 5.5 5.1 463.4 

434 8843 FB AI-30 磨石 輝石安山岩 9.0 4.2 3.0 156.3 

435 3616 FB AP-36 磨石 輝石安山岩 10.4 7.0 8.3 683.4 

436 5862 FB AI-31 磨石 輝石安山岩 12.8 7.9 5.3 761.0 

437 5859 FB AI-31 敲石 緑色凝灰岩 12.1 4.3 2.5 189.0 

438 1507 FB AG-29 台石・石皿類 輝石安山岩 21.5 29.2 73.0 6400.0 

439 4185 ZN AP-36 台石・石皿類 輝石安山岩 20.7 31.7 7.4 6450.0 

440 8241 FB AI-31 台石・石皿類 多孔質玄武岩 43.5 43.0 12.6 28000.0 

441 4180 ZN AP-36 台石・石皿類 輝石安山岩 15.2 19.5 4.6 2330.0 

442 4181 ZN AP-36 台石・石皿類 輝石安山岩 12.5 14.8 7.0 1790.7 

443 47 FB AI-25 台石・石皿類 輝石安山岩 18.7 21.5 8.3 4940.0 

444 12135 KU R-34 台石・石皿類 輝石安山岩 13.6 13.5 5.6 1066.3 

445 9600 KGP AJ-30 砥石 輝石安山岩 14.2 3.9 3.9 247.8 

446 2311 FB AJ-31 石錘 輝石安山岩 6.7 5.7 1.5 87.7 

447 12035 KU P-34 異形部分磨製石器 水晶 1.7 1.5 0.4 1.1 
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第22表　縄文時代遺構外出土石器計測表②

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 枝番 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）
接合 
番号

375 40 12381 FB Q-34 削器 ガラス質黒色安山岩 （5.9） 4.1 1.2 22.4

376 40 497 FB AO-31 削器 流紋岩 5.7 2.9 0.7 8.0

377 40 5522 FB AI-30 削器 黒曜石 神津島恩馳島 （4.5） 2.4 1.2 9.1

378 40 5729 FB AI-31 削器 黒曜石 神津島恩馳島 （2.5） 4.0 1.4 10.2

379 40 8176 FB AI-30 削器 黒曜石 神津島恩馳島 （1.9） （3.4） 1.0 5.1

380 40 669 FB AI-31 抉入削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 （3.0） 2.8 1.1 6.7

381 40 6485 FB AJ-31 抉入削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.9 1.7 0.6 1.5

382 40 1879 FB AP-36 石匙 チャート（黒色） 5.2 6.6 1.0 21.3

383 40 5737 FB AI-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.3 1.0 3.8

384 40 7336 FB AH-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.8 0.9 3.4

385 40 8345 FB AH-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 3.0 1.2 1.0 2.7

386 40 3269 FB AQ-36 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.7 0.7 2.6

387 40 9525 ZN AH-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 （1.9） 1.5 0.9 1.8

388 40 10073 ZN AI-31 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 （1.8） 1.7 0.8 2.7

389 41 12636 FB AC-21 石核 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.0 2.9 1.6 20.0 109

390 41 6664 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 2.6 1.8 10.5 109

391 41 312 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.0 2.8 1.3 7.4

392 41 6681 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.8 2.9 1.6 11.2

393 41 6077 FB AJ-30 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.0 2.7 1.5 15.4 112

394 41 4824 FB AJ-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 2.8 1.3 7.6 112

395 41 5303 FB AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 2.9 0.9 4.4

396 41 5289 FB AH-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 2.1 4.1 1.3 9.8

397 41 4363 KGP AI-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.1 2.6 1.0 8.1

398 41 6939 FB AJ-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 4.1 3.8 1.4 19.0

399 41 5654 FB AI-31 石核 ホルンフェルス 6.3 5.4 1.6 76.6

400 41 383 FB AK-31 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.8 2.5 1.4 10.2

401 41 3343 FB AQ-36 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.8 3.0 0.9 4.6

402 41 9368 FB AI-30 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.3 4.7 1.8 22.9

403 41 12292 KU R-35 石核 ホルンフェルス 5.4 16.4 7.2 816.7

404 41 12763 FB AB-23 石核 ホルンフェルス 3.8 7.5 4.0 126.0

405 42 11651 KR N-37 打製石斧 中粒砂岩 （10.0） 5.0 1.0 69.7

406 42 11981 KU T-32 打製石斧 中粒砂岩 （7.9） 4.1 1.4 59.1

407 42 12291 KU R-35 打製石斧 輝石安山岩 17.4 11.4 2.7 716.7

408 42 12238 FB S-32 礫器 輝石安山岩 131.0 110.0 41.0 730.0

409 315 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 8.5 8.4 4.2 417.9

410 1730 AN AP-36 磨敲石 輝石安山岩 18.9 9.7 5.4 701.9 110

411 8635 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 16.9 8.1 5.6 1057.4 110

411 10364 ZN AI-31 磨敲石 輝石安山岩 - - - -

412 2274 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 11.5 6.3 5.8 583.3

413 1674 NSC AI-35 磨敲石 輝石安山岩 （8.0） 8.2 7.2 707.8

414 61 NSC AI-31 磨敲石 輝石安山岩 16.9 7.7 6.5 988.6

414 7042 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 - - - -

415 5858 FB AI-31 磨敲石 輝石安山岩 12.1 7.3 5.9 755.7

416 3550 FB AP-36 磨敲石 多孔質玄武岩 15.7 5.8 5.5 756.8

417 3777 ZN AP-37 磨敲石 輝石安山岩 15.0 6.8 4.4 625.4

418 7631 FB AH-31 磨敲石 輝石安山岩 11.0 6.5 4.8 626.1

419 2948 FB AQ-36 磨石 輝石安山岩 1086.0 9.6 4.6 617.3

420 13103 FB AB-23 磨石 輝石安山岩 9.2 8.5 4.0 439.6

421 1364 FB AG-29 磨石 輝石安山岩 6.5 6.5 2.2 126.8

422 1339 FB AG-29 磨石 輝石安山岩 9.3 7.8 3.4 348.1

423 3628 FB AQ-36 磨石 デイサイト 11.3 7.7 4.3 517.5

424 8623 FB AI-31 磨石 玄武岩 14.5 8.5 6.0 1061.3

425 2403 FB AP-36 磨石 輝石安山岩 12.6 8.8 5.9 1002.7

426 6658 FB AI-31 磨石 輝石安山岩 （11.7） 8.8 7.4 1052.4

427 9560 ZN AI-31 磨石 輝石安山岩 6.4 7.3 5.0 276.0

428 7629 FB AH-31 磨石 輝石安山岩 13.9 5.6 5.3 622.7

429 6260 FB AI-30 磨石 玄武岩 9.6 5.6 5.4 589.0

430 1555 FB AJ-31 磨石 輝石安山岩 14.7 6.2 5.2 815.4

430 6655 FB AI-31 磨石 輝石安山岩 - - - -

431 2913 FB AQ-37 磨石 玄武岩 12.0 5.8 5.4 567.3

432 10363 ZN AI-31 磨石 輝石安山岩 12.8 9.0 5.7 852.8

433 13132 FB AA-25 磨石 輝石安山岩 12.0 5.5 5.1 463.4

434 8843 FB AI-30 磨石 輝石安山岩 9.0 4.2 3.0 156.3

435 3616 FB AP-36 磨石 輝石安山岩 10.4 7.0 8.3 683.4

436 5862 FB AI-31 磨石 輝石安山岩 12.8 7.9 5.3 761.0

437 5859 FB AI-31 敲石 緑色凝灰岩 12.1 4.3 2.5 189.0

438 1507 FB AG-29 台石・石皿類 輝石安山岩 21.5 29.2 73.0 6400.0

439 4185 ZN AP-36 台石・石皿類 輝石安山岩 20.7 31.7 7.4 6450.0

440 8241 FB AI-31 台石・石皿類 多孔質玄武岩 43.5 43.0 12.6 28000.0

441 4180 ZN AP-36 台石・石皿類 輝石安山岩 15.2 19.5 4.6 2330.0

442 4181 ZN AP-36 台石・石皿類 輝石安山岩 12.5 14.8 7.0 1790.7

443 47 FB AI-25 台石・石皿類 輝石安山岩 18.7 21.5 8.3 4940.0

444 12135 KU R-34 台石・石皿類 輝石安山岩 13.6 13.5 5.6 1066.3

445 9600 KGP AJ-30 砥石 輝石安山岩 14.2 3.9 3.9 247.8

446 2311 FB AJ-31 石錘 輝石安山岩 6.7 5.7 1.5 87.7

447 12035 KU P-34 異形部分磨製石器 水晶 1.7 1.5 0.4 1.1
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第４節　弥生時代以降の遺構と遺物

１　概要
　富沢内野山Ⅰ西遺跡の調査では、弥生時代以降の遺構及び遺物が２・４区で確認された。遺構は溝状
遺構・土坑・炉跡で、主に中世以降か。一方、遺物は弥生時代～平安時代が主体と考えられ、遺構と遺
物年代との乖離が生じている。該期の生活痕跡は地表面から浅かったために失われたか。

２　遺構
（１）　溝状遺構（第113・114図　第23表）
　１号溝は２区ＡＩ・ＡＪ₃₂グリッドに位置し、新期スコリア層上面にて確認された。遺構は標高₁₅₉
ｍの等高線にほぼ平行するように北へ延びる。長さ₄．₁₂ｍ、最大幅₀．₄₈ｍである。溝の東辺は部分的に
失われている。底面は平坦である。溝北側には中世以降の円形土坑が３基確認され、その関連性から所
属時期は中世以降か。

（２）　土坑（第113・114図　第23表）
　中世以降の所謂「円形土坑」で、計５基確認されている。₂₃号土坑は２区ＡＭ・ＡＮ₃₁グリッドに位
置する。２区でも北端部付近に位置し、標高₁₆₂．₅ｍ付近に位置する。新期スコリア層中位から下位に
おいて確認された。₂₄～₂₆号土坑は２区ＡＪ₃₂グリッドに位置する。₂₇号土坑は４区Ｑ₃₄グリッドに位
置する。土坑内部から銅製品（₄₄₈）が出土している。

（３）　炉跡（第113・114図　第23表）
　３号炉跡は２区ＡＧ₃₀グリッドに位置する。２区南端部西壁際の新期スコリア層上面で確認されてい
る。前述の溝状遺構や土坑とは位置的に離れ、支谷の斜面上方にある。炉跡内部には焼土が堆積し、焼
土上に灰釉陶器の破片が１点出土している。しかし灰釉陶器自身は被熱した痕跡が認められない。厳密
に遺構に伴うものかどうかは判然としないが、平安時代以降の炉跡として考えられる。

３　遺物
（１）　土器（第115図　第24表）
　₄₄₉は弥生時代後期以降の壺の底部か。₄₅₁は弥生時代後期から古墳時代前期にかけての台付甕である。
台部から胴部中位にかけて残存している。₄₅₃・₄₅₄は土師器である。₄₅₂は須恵器の甕である。胴部の
みの破片資料である。₄₅₅は古墳時代の土師器坏である。内外面共に丁寧にミガキが施され、また赤彩
の痕跡も残置する。₄₅₆は灰釉陶器の碗である。口縁部は外反させ、丸く仕上げている。₄₅₇も灰釉陶器
である。長頸壺の肩部から頸部にかけて残存する。₄₅₈は土師器甕の口縁部で、平安時代のものか。

（２）　石器（第115図）
　₄₅₉は弥生時代の磨製石鏃である。両面とも丁寧に磨かれている。中央部には両面穿孔された所謂「有
孔磨製石鏃」である。石材は珪質粘板岩である。

（３）　金属製品（第114図　第25表）
　₄₄₈は銅製品である。仏具の花瓶（けびょう）の把手か。₂₇号土坑から出土している。
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第４節　弥生時代以降の遺構と遺物

１　概要
　富沢内野山Ⅰ西遺跡の調査では、弥生時代以降の遺構及び遺物が２・４区で確認された。遺構は溝状
遺構・土坑・炉跡で、主に中世以降か。一方、遺物は弥生時代～平安時代が主体と考えられ、遺構と遺
物年代との乖離が生じている。該期の生活痕跡は地表面から浅かったために失われたか。

２　遺構
（１）　溝状遺構（第113・114図　第23表）
　１号溝は２区ＡＩ・ＡＪ₃₂グリッドに位置し、新期スコリア層上面にて確認された。遺構は標高₁₅₉
ｍの等高線にほぼ平行するように北へ延びる。長さ₄．₁₂ｍ、最大幅₀．₄₈ｍである。溝の東辺は部分的に
失われている。底面は平坦である。溝北側には中世以降の円形土坑が３基確認され、その関連性から所
属時期は中世以降か。

（２）　土坑（第113・114図　第23表）
　中世以降の所謂「円形土坑」で、計５基確認されている。₂₃号土坑は２区ＡＭ・ＡＮ₃₁グリッドに位
置する。２区でも北端部付近に位置し、標高₁₆₂．₅ｍ付近に位置する。新期スコリア層中位から下位に
おいて確認された。₂₄～₂₆号土坑は２区ＡＪ₃₂グリッドに位置する。₂₇号土坑は４区Ｑ₃₄グリッドに位
置する。土坑内部から銅製品（₄₄₈）が出土している。

（３）　炉跡（第113・114図　第23表）
　３号炉跡は２区ＡＧ₃₀グリッドに位置する。２区南端部西壁際の新期スコリア層上面で確認されてい
る。前述の溝状遺構や土坑とは位置的に離れ、支谷の斜面上方にある。炉跡内部には焼土が堆積し、焼
土上に灰釉陶器の破片が１点出土している。しかし灰釉陶器自身は被熱した痕跡が認められない。厳密
に遺構に伴うものかどうかは判然としないが、平安時代以降の炉跡として考えられる。

３　遺物
（１）　土器（第115図　第24表）
　₄₄₉は弥生時代後期以降の壺の底部か。₄₅₁は弥生時代後期から古墳時代前期にかけての台付甕である。
台部から胴部中位にかけて残存している。₄₅₃・₄₅₄は土師器である。₄₅₂は須恵器の甕である。胴部の
みの破片資料である。₄₅₅は古墳時代の土師器坏である。内外面共に丁寧にミガキが施され、また赤彩
の痕跡も残置する。₄₅₆は灰釉陶器の碗である。口縁部は外反させ、丸く仕上げている。₄₅₇も灰釉陶器
である。長頸壺の肩部から頸部にかけて残存する。₄₅₈は土師器甕の口縁部で、平安時代のものか。

（２）　石器（第115図）
　₄₅₉は弥生時代の磨製石鏃である。両面とも丁寧に磨かれている。中央部には両面穿孔された所謂「有
孔磨製石鏃」である。石材は珪質粘板岩である。

（３）　金属製品（第114図　第25表）
　₄₄₈は銅製品である。仏具の花瓶（けびょう）の把手か。₂₇号土坑から出土している。
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第23表　古代以降の遺構計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

23号土坑 SF11 AM-31 KGP 1.16 0.96 0.23 

24号土坑 SF15 AJ-32 NSC 1.19 - 0.51 

25号土坑 SF13 AJ-32 NSC - - 0.40 

26号土坑 SF12 AJ-32 NSC - 1.39 0.32 

27号土坑 - Q-34 D31 1.04 1.01 0.17 銅製品２点

３号炉跡 SX03 AG-30 NSC 0.73 0.52 0.12 

１号溝 SD01 AI-32 NSC 4.12 0.48 0.11 

第24表　弥生時代以降土器観察表
挿図
番号

遺物番号 層位 グリッド 種別 器種 残存部位
器面調整

測量値 備考
外面 内面

449 11841 黒色土 AB-23 弥生土器 壷 底部 ハケメ 底径　（64mm）

450 1048 NSC I-41 弥生土器 甕 口縁部 ハケメ ハケメ 波状口縁

451 571 NSC I-41 弥生土器 甕 胴～底部 ハケメ ハケメ 底径　90mm 台付き

452 11707 黒色土 Z-25 須恵器 甕 胴部 ハケメ ハケメ　ナデ

453 739 不明 AG-31 土師器 甕 口縁部 指頭圧痕 ハケメ

454 11730 黒色土 Z-24 土師器 甕 口縁部 ハケメ ハケメ 口径　（186mm）

455 11741 表土 AA-24 土師器 坏 口縁部 ミガキ ミガキ　ケズリ 口径　（139mm） 赤採有り

456 13146 表採 - 灰釉陶器 碗 口縁部 ナデ 口径　（136mm）　　残存高　35mm 自然釉

457 4 - AG-33 灰釉陶器 壷 頸部 ナデ 残存高　57mm

458 11717 黒色土 Z-24 土師器 甕 口縁部 ハケメ　ナデ ハケメ　ナデ

第25表　銅製品観察表
挿図
番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g）

448 1429 D31 Q-34 銅製品 23.0 15.8 12.2 3.62

第２章　富沢内野山Ⅰ西遺跡（土３地点）
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第23表　古代以降の遺構計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

23号土坑 SF11 AM-31 KGP 1.16 0.96 0.23

24号土坑 SF15 AJ-32 NSC 1.19 - 0.51

25号土坑 SF13 AJ-32 NSC - - 0.40

26号土坑 SF12 AJ-32 NSC - 1.39 0.32

27号土坑 - Q-34 D31 1.04 1.01 0.17 銅製品２点

３号炉跡 SX03 AG-30 NSC 0.73 0.52 0.12

１号溝 SD01 AI-32 NSC 4.12 0.48 0.11

第24表　弥生時代以降土器観察表
挿図
番号

遺物番号 層位 グリッド 種別 器種 残存部位
器面調整

測量値 備考
外面 内面

449 11841 黒色土 AB-23 弥生土器 壷 底部 ハケメ 底径　（64mm）

450 1048 NSC I-41 弥生土器 甕 口縁部 ハケメ ハケメ 波状口縁

451 571 NSC I-41 弥生土器 甕 胴～底部 ハケメ ハケメ 底径　90mm 台付き

452 11707 黒色土 Z-25 須恵器 甕 胴部 ハケメ ハケメ　ナデ

453 739 不明 AG-31 土師器 甕 口縁部 指頭圧痕 ハケメ

454 11730 黒色土 Z-24 土師器 甕 口縁部 ハケメ ハケメ 口径　（186mm）

455 11741 表土 AA-24 土師器 坏 口縁部 ミガキ ミガキ　ケズリ 口径　（139mm） 赤採有り

456 13146 表採 - 灰釉陶器 碗 口縁部 ナデ 口径　（136mm）　　残存高　35mm 自然釉

457 4 - AG-33 灰釉陶器 壷 頸部 ナデ 残存高　57mm

458 11717 黒色土 Z-24 土師器 甕 口縁部 ハケメ　ナデ ハケメ　ナデ

第25表　銅製品観察表
挿図
番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g）

448 1429 D31 Q-34 銅製品 23.0 15.8 12.2 3.62
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第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）
第１節　基本層序と土層の堆積状況

　富沢内野山Ⅲ北遺跡は愛鷹山東麓の樹枝状に発達した尾根上に位置し、この尾根上はやや狭長ながら
も平坦な土地が広がっている。この富沢内野山Ⅲ北遺跡が位置する尾根は標高₂₃₀～₂₄₀ｍ付近から扇状
に平坦地が展開し、その扇状に広がる平坦地もさらに派生する谷地形により樹枝状を呈している。標高
₂₀₀ｍ付近からは富沢内野山Ⅰ西遺跡が位置する谷地形が派生し、当該遺跡は前章でも触れたこの遺跡
を南東に臨む位置にある。尾根の末端には尾畑遺跡が位置し、縄文時代中期の遺物が認められるため、
当該遺跡との関連性を想起させる。
　第４・５図で示したように、当該遺跡の範囲は、ＣＲ₃₆地点の内、１区・２－１区・２－２区・２－
３区・４区・７－１区（一部）に該当する。第₁₁₆図は当該遺跡で最も基準的な層序を示しているものと
考えられた２－３区ＡＷ₃₆グリッドのテストピット₆₁で観察された土層である。基準的な層序は富沢内
野山Ⅰ西遺跡と同様と考えられる。
　１層は表土で腐食土である。遺跡付近の地目は山林と畑で、地表近くには樹皮・木葉等植物遺体が観
察される。
　２層は新期スコリア層を含む層で、このテストピット₆₁では褐灰色を呈する土層である。地点によっ
てその堆積が判然としない箇所がある。富沢内野山Ⅰ西遺跡１・２区では表土直下に黒色土の堆積が観
察されていたが、当該遺跡では黒色土に該当する層位は確認されていない。
　３層はカワゴ平パミス（ＫＧＰ）が認められた層で、このテストピット₆₁では褐灰色を呈する土層であ
る。当該遺跡においては２区付近のみ認められた層位である。
　４層は愛鷹箱根基本層序でいう暗褐色土層に該当か。富沢内野山Ⅰ西遺跡では１区ＡＳ₃₉、ＢＡ₀₇グ
リッドで確認されるが、谷地形内の調査区では判然としない。
　５層は栗色土層である。富沢内野山Ⅰ西遺跡同様、地点によっては下位の富士黒土層と明瞭に分離さ
れなかった層位である。略号はＫＵである。
　６層は富士黒土層である。略号はＦＢである。栗色土層と明瞭に分層出来ず、現地調査でＫＦと表記
された箇所がある。
　７層は漸移層である。略号はＺＮである。富士黒土層と休場層との間層であり、色調はにぶい黄褐色
土を呈する。
　８～₁₁層は休場層である。そのうち８層は休場層上層、９層は休場層中層に分層された。₁₀層は休場
層下部スコリアとされ、この堆積により₁₁層休場層下層が９層と隔てられている。富沢内野山Ⅰ西遺跡
の調査では休場層上層と中層を分つ休場層上部スコリアの堆積が、幾つかのテストピットで確認されて
いたが、当該遺跡では休場層上部スコリアが確認されてはおらず、また休場層下部スコリアにしても当
該テストピット付近のみ堆積が認められたに過ぎない。略号はＹＬＵ・ＹＬＭ・ＹＬｓ ₂ ・ＹＬＬであ
る。なお富沢内野山Ⅰ西遺跡では休場層中層を中心に第Ⅲ文化層が設定されたが、当該遺跡では休場層
上層にて尖頭器が出土している。
　₁₂層は第Ⅰスコリア層である。略号はＳＣⅠである。富沢内野山Ⅰ西遺跡ではこの層と休場層下層と
の間に休場層直下黒色帯が２区で確認されているが、当該遺跡では認められていない。
　₁₃層は第Ⅰ黒色帯である。略号はＢＢⅠである。富沢内野山Ⅰ西遺跡における旧石器時代第Ⅱ文化層

第１節　基本層序と土層の堆積状況
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第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）
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 1　表土
 2　NSC（新期スコリア層）
 3　KGP（カワゴ平パミス）
 4　AN（暗褐色土層）
 5　KU（栗色土層）
 6　FB（富士黒土層）
 7　ZN（ローム漸移層）
 8　YLU（休場層上層）
 9　YLM（休場層中層）
10　Ysc2（休場層下部スコリア）
11　YLL（休場層下層）
12　SCⅠ（第Ⅰスコリア層）
13　BBⅠ（第Ⅰ黒色帯）
14　NLa（ニセローム層上部）
15　NLb（ニセローム層下部）
16　BBⅡ（第Ⅱ黒色帯）
17　SCⅡ（第Ⅱスコリア層）
18　BBⅢ（第Ⅲ黒色帯）
19　SCⅢs1（第Ⅲスコリア帯第 1スコリア帯）
20　SCⅢb1（第Ⅲスコリア帯第 1黒色帯）
21　SCⅢs2（第Ⅲスコリア帯第 2スコリア帯）
22　SCⅢb2（第Ⅲスコリア帯第 2黒色帯）
23　SCⅢs4（第Ⅲスコリア帯第 4スコリア帯）
24　BBⅣ（第Ⅳ黒色帯）
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第116図　富沢内野山Ⅲ北遺跡基準土層図
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はこの第Ⅰ黒色帯に設定されている。
　₁₄・₁₅層はニセロームである。略号はＮＬである。富沢内野山Ⅰ西遺跡と同様、スコリア質が特徴的
なニセローム層上部（ＮＬａ）と、姶良丹沢広域火山灰（ＡＴ：微小な天然ガラス）を多く含むニセローム
層下部（ＮＬｂ）に分離している。
　₁₆層は第Ⅱ黒色帯である。略号はＢＢⅡである。
　₁₇層は第Ⅱスコリア層である。略号はＳＣⅡである。
　₁₈層は第Ⅲ黒色帯に該当する。略号はＢＢⅢである。
　₁₉～₂₃層は第Ⅲスコリア帯に該当し、上層から第Ⅲスコリア帯第 ₁ スコリア帯・第Ⅲスコリア帯第 ₁
黒色帯・第Ⅲスコリア帯第 ₂ スコリア帯・第Ⅲスコリア帯第 ₂ 黒色帯・第Ⅲスコリア帯第 ₄ スコリア帯
と５層に分層されている。富沢内野山Ⅰ西遺跡では旧石器時代第Ⅰ文化層がこれに該当する。
　₂₄層は第Ⅳ黒色帯に該当する。略号はＢＢⅣである。
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第２節　旧石器時代の遺物

１　概要
　富沢内野山Ⅲ北遺跡の範囲に含まれるＣＲ₃₆地点１区・２－１区・２－２区・２－３区・４区・７－
１区の内、旧石器時代の遺物を確認したのは、２－２区ＡＹ列以南の区域である。礫と石器の散布が確
認されたのみで、礫群は確認出来なかった。付近の平坦地の標高値（休場層上層上面）は約₁₈₀ｍ前後で、
南東方向へ向かって緩やかに傾斜するが、１区付近の地形は富沢内野山Ⅰ西遺跡１・２区が位置する支
谷へ向かって傾斜し始める。この１区は富沢内野山Ⅰ西遺跡１区に近接している。富沢内野山Ⅰ西遺跡
１区における旧石器時代の遺構・遺物は、第Ⅰ黒色帯に位置する第Ⅱ文化層中の石器・礫、また休場層
上層に位置する第Ⅲ文化層中の１号礫群及び２号礫群である。一方、当該遺跡における旧石器時代の遺
構は見られず、遺物も甚少である。

２　遺物
　旧石器時代の石器は尖頭器２点のみである。礫は第₁₁₇図で示したように１区に赤化礫が散見される。

（１）　尖頭器（第117・118図　第26表　写真図版50）
　１は２－２区ＡＸ₃₄グリッドで出土した。石材はガラス質黒色安山岩である。中央付近で折損してお
り、先端部が失われている。両面共に素材面が残る。表面は基部付近、裏面は縁辺のみを調整する。縦
長剝片を利用したものか。
　２は１区ＡＵ₃₉グリッドで出土した。石材はホルンフェルスである。中央部付近で折損しており、先
端部が失われている。両面共縁辺を中心に剥離調整を施している。

第26表　旧石器時代石器一覧表

挿図
番号

写真図
版番号

遺物
番号

層位 器種 石材 グリッド
長さ

（cm）
幅

（cm）
厚さ

（cm）
重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

1 50 6058 FB 尖頭器 ガラス質黒色安山岩 AX-34 （4.28） 2.71 0.81 8.56 -91825.828 36293.514 179.325

2 50 2236 YLL 尖頭器 ホルンフェルス AU-39 （3.27） 3.03 0.95 12.97 -91855.681 36340.726 176.069

第27表　旧石器時代礫一覧表

遺物
番号

層位 石材 礫形態 グリッド 被熱 完形
長さ

（cm）
幅

（cm）
厚さ

（cm）
重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

28 YLM - - AS-39 - - 4.6 3.5 0.8 20 -91877.937 36342.752 173.650 

1227 YLU 輝石安山岩 亜角 AS-39 ○ ○ 4.8 4.0 1.6 30 -91876.999 36345.764 173.330 

2286 YLU 輝石安山岩 亜角 AT-39 ○ 3.5 3.0 2.1 20 -91866.699 36341.622 174.660 

2287 YLU 玄武岩 亜角 AT-39 ○ ○ 7.3 6.3 5.3 270 -91868.328 36344.290 174.757 

2357 YLM 玄武岩 亜円 AU-39 ○ 7.4 4.8 2.5 70 -91859.729 36343.199 175.937 

2558 YLU 輝石安山岩 亜角 AT-38 ○ ○ 5.5 3.6 3.5 60 -91865.651 36337.581 174.264 

3057 SCⅠ 輝石安山岩 亜角 AY-32 8.3 5.6 2.2 60 -91816.012 36274.504 179.376 

3077 YLU - - AW-38 - - - - - - -91836.687 36333.086 177.676 

3078 YLU 輝石安山岩 亜角 AW-38 10.1 7.2 4.9 270 -91833.909 36338.527 177.729 

6061 YLU 多孔質玄武岩 亜角 AY-31 ○ ○ 6.1 5.5 3.8 90 -91811.977 36265.363 181.490 

6069 YLM 玄武岩 亜角 AX-33 ○ 11.1 7.4 4.4 340 -91824.380 36286.839 178.990 

「-」は計測不能或いは不明

第28表　旧石器時代礫属性表

礫群
番号

構成
礫数

赤化 形態 石材

完形 非完形
亜角 亜円

玄
武
岩

多
孔
質

玄
武
岩

輝
石

安
山
岩赤化 非赤化 赤化１ 赤化２

遺構外 9 4 2 2 1 8 1 3 1 5
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長剝片を利用したものか。
　２は１区ＡＵ₃₉グリッドで出土した。石材はホルンフェルスである。中央部付近で折損しており、先
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第26表　旧石器時代石器一覧表

挿図
番号

写真図
版番号

遺物
番号

層位 器種 石材 グリッド
長さ

（cm）
幅

（cm）
厚さ

（cm）
重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

1 50 6058 FB 尖頭器 ガラス質黒色安山岩 AX-34 （4.28） 2.71 0.81 8.56 -91825.828 36293.514 179.325

2 50 2236 YLL 尖頭器 ホルンフェルス AU-39 （3.27） 3.03 0.95 12.97 -91855.681 36340.726 176.069

第27表　旧石器時代礫一覧表

遺物
番号

層位 石材 礫形態 グリッド 被熱 完形
長さ

（cm）
幅

（cm）
厚さ
（cm）

重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

28 YLM - - AS-39 - - 4.6 3.5 0.8 20 -91877.937 36342.752 173.650

1227 YLU 輝石安山岩 亜角 AS-39 ○ ○ 4.8 4.0 1.6 30 -91876.999 36345.764 173.330

2286 YLU 輝石安山岩 亜角 AT-39 ○ 3.5 3.0 2.1 20 -91866.699 36341.622 174.660

2287 YLU 玄武岩 亜角 AT-39 ○ ○ 7.3 6.3 5.3 270 -91868.328 36344.290 174.757

2357 YLM 玄武岩 亜円 AU-39 ○ 7.4 4.8 2.5 70 -91859.729 36343.199 175.937

2558 YLU 輝石安山岩 亜角 AT-38 ○ ○ 5.5 3.6 3.5 60 -91865.651 36337.581 174.264

3057 SCⅠ 輝石安山岩 亜角 AY-32 8.3 5.6 2.2 60 -91816.012 36274.504 179.376

3077 YLU - - AW-38 - - - - - - -91836.687 36333.086 177.676

3078 YLU 輝石安山岩 亜角 AW-38 10.1 7.2 4.9 270 -91833.909 36338.527 177.729

6061 YLU 多孔質玄武岩 亜角 AY-31 ○ ○ 6.1 5.5 3.8 90 -91811.977 36265.363 181.490

6069 YLM 玄武岩 亜角 AX-33 ○ 11.1 7.4 4.4 340 -91824.380 36286.839 178.990

「-」は計測不能或いは不明

第28表　旧石器時代礫属性表

礫群
番号

構成
礫数

赤化 形態 石材

完形 非完形
亜角 亜円

玄
武
岩

多
孔
質

玄
武
岩

輝
石

安
山
岩赤化 非赤化 赤化１ 赤化２

遺構外 9 4 2 2 1 8 1 3 1 5
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第29表　縄文時代草創期石器組成表

尖
頭
器
未
製
品

有
舌
尖
頭
器

計

黒
曜
石

箱根畑宿 HNHJ 1 1

黒曜石計 1 1

ホルンフェルス Hor 1 1

計 1 1 2
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第３節　縄文時代の遺構と遺物

１　概要
（１）　遺構
　富沢内野山Ⅲ北遺跡で縄文時代の遺構が確認されたのは、１区・２－１区・２－２区・２－３区・４
区である（第₁₂₁図）。前節でも述べたように遺跡一帯は南東方向へ緩く傾斜する平坦地であるが、富沢
内野山Ⅰ西遺跡１区・２区が位置する支谷へ継続する斜面地となるのが、当該遺跡の１区となる。遺構
は地形の変換点となる１区北半部ＡＴ₃₉グリッド付近からＢＡ₂₈グリッド付近まで約₁₂₀ｍの範囲内に
確認される。遺構は住居跡４軒と土坑₁₁基及び小穴₁₁基が確認されている。当該遺跡を特徴づけるのが
縄文時代中期代の住居跡（１～４号住居跡）である。

（２）　遺物
　当該遺跡で確認された縄文時代の遺物は草創期から後期に位置付けられる。隣接する富沢内野山Ⅰ西
遺跡では草創期前半の隆帯文土器、草創期後半の押圧縄文土器や表裏縄文土器等、尖頭器類が大量に出
土しているが、草創期の遺物は当該遺跡では尖頭器類２点に過ぎない（第₁₁₉・₁₂₀図　第₂₉表）。当該遺
跡を特徴づけるのが縄文時代中期の土器群である。この遺跡が位置する尾根の先端部に、該期集落遺跡
である尾畑遺跡が位置している点から、関連性がまず想起される。
　なお第２図で理解できるように、周知の埋蔵文化財包蔵地である当該遺跡と富沢内野山Ⅰ西遺跡は、
ＡＰ・ＡＱ₃₃～₃₇グリッド付近で重複している。地形的に前者が尾根上、後者が谷地形内という区分の
みで、遺跡を分つ強制力の伴う地形的な制約は見られない。厳密に区分するには更に煩瑣な作業が伴う
ため、富沢内野山Ⅰ西遺跡の縄文時代中期遺物の一部を当該遺跡で取り扱うこととした。従って当該遺
跡１区に隣接する富沢内野山Ⅰ西遺跡テストピットＡＳ₃₉、１区にて出土した遺物の一部について、本
章で触れる。なお土器については池谷信之氏・小崎　晋氏に指導を受けた。

２　遺構と遺構内出土遺物
（１）　住居跡
１号住居跡（第121～126図　第30・32・33表　写真図版47・50・51）
　当該住居跡は２－２区ＡＸ₃₃グリッドに位置する。調査区南壁際で確認され、住居跡の一部は調査区
外へ延びる。平面形はやや不明瞭ながらも六角形を呈していたと考えられ、住居跡としても大型で、最
大径は₇．₀₈ｍ、確認面から貼床面までの最大高低差は₀．₇₀ｍである。土層堆積状況からこの住居跡は栗
色～富士黒土層上面から掘り込まれていたと推定される。覆土の最上層である１・２層にはカワゴ平パ
ミスが、覆土下位の主体と成す６層には炭化材・炭化物粒が大量に含まれている。₁₃・₁₄層は住居の貼
床土と考えられる。₁₁層は住居内Ｐ５の覆土で、住居機能時には覆われていた可能性がある。
　この住居跡内には壁溝・壁溝内小穴・主柱穴・炉跡等が認められる。１号住居跡の設計は六角形を基
調としたものと考えられ、検出された壁溝は六角形の頂点付近で屈曲し、屈曲部付近に壁溝内小穴が２
基対になって設けられている。その対の壁溝内小穴に対向する位置に主柱穴が認められる。主柱穴はＰ
２～４のように一度再設定された可能性があり、その深さは貼床面から約₇₀～₉₀㎝である。壁溝内小穴
の平面形は円～楕円形を呈し、最大径約₂₀～₄₀㎝、深さは約₂₀～₃₀㎝と小規模である。また六角形の頂
点に位置するＰ３・₁₀・₁₁とＰ４・₁₄・₁₅の間に、壁溝内小穴Ｐ₁₂・₁₃及び土坑Ｐ５が位置している。
Ｐ５・₁₂・₁₃付近から炉跡方向に硬化面が検出されているので、住居内への出入・昇降施設であった可
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２～４のように一度再設定された可能性があり、その深さは貼床面から約₇₀～₉₀㎝である。壁溝内小穴
の平面形は円～楕円形を呈し、最大径約₂₀～₄₀㎝、深さは約₂₀～₃₀㎝と小規模である。また六角形の頂
点に位置するＰ３・₁₀・₁₁とＰ４・₁₄・₁₅の間に、壁溝内小穴Ｐ₁₂・₁₃及び土坑Ｐ５が位置している。
Ｐ５・₁₂・₁₃付近から炉跡方向に硬化面が検出されているので、住居内への出入・昇降施設であった可

第３節　縄文時代の遺構と遺物



第122図  縄文時代１号住居跡
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第123図  縄文時代１号住居跡遺物出土状況

遺物出土状況

焼土

 炉跡

炉跡

A'

A A'

A A'

A A'

B
B
'

B
B
'

A

179.4m

1
7
9
.
4
m

180.3m

①

③

④

①

②

③

④

②

②

①赤褐・褐色土 カワゴ平パミスを含む土層。
②褐・暗褐色土 カワゴ平パミスを含む土層。炭化物粒が少量混じる。
③暗褐色土 炭化物粒が若干混じる。
④黒褐色土 炭化物粒が少量混じる。
⑤暗褐色土  
⑥暗褐色土 炭化材、炭化物塊が多量に混じる。
⑦暗褐色土 炭化物粒が若干混じる。
⑧黄褐色土 
⑨暗褐色土   
⑩褐色土 炭化物粒が少量混じる。
⑪暗褐色土 炭化物が混じる。（Ｐ５覆土）
⑫暗褐色土 
⑬暗褐・褐色土 硬くしまる。炭化物粒が多く混じる。（貼床）
⑭褐色土 ロームを主体とする。（貼床）
⑮暗褐色土 ロームブロック少量を含む。炭化物が若干混じる。（Ｐ１覆土）
⑯暗褐色土 炭化物粒が少量混じる。（Ｐ４柱痕）
⑰褐色土 炭化物粒が若干混じる。（Ｐ４覆土）
⑱褐色土 シルト質。（Ｐ４覆土）

①暗褐・黒渇色土 炭化物粒が多量、焼土粒が若干混じる。
②黄褐色土 褐・灰色スコリア粒を多量含む。炭化物粒がやや多く混じる。
③赤褐色土 炭化物が少量混じる。焼成赤化層だが、焼土は顕著ならず。
④暗褐色土 焼土粒が僅かに混じる。
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②褐・暗褐色土 カワゴ平パミスを含む土層。炭化物粒が少量混じる。
③暗褐色土 炭化物粒が若干混じる。
④黒褐色土 炭化物粒が少量混じる。
⑤暗褐色土  
⑥暗褐色土 炭化材、炭化物塊が多量に混じる。
⑦暗褐色土 炭化物粒が若干混じる。
⑧黄褐色土 
⑨暗褐色土   
⑩褐色土 炭化物粒が少量混じる。
⑪暗褐色土 炭化物が混じる。（Ｐ５覆土）
⑫暗褐色土 
⑬暗褐・褐色土 硬くしまる。炭化物粒が多く混じる。（貼床）
⑭褐色土 ロームを主体とする。（貼床）
⑮暗褐色土 ロームブロック少量を含む。炭化物が若干混じる。（Ｐ１覆土）
⑯暗褐色土 炭化物粒が少量混じる。（Ｐ４柱痕）
⑰褐色土 炭化物粒が若干混じる。（Ｐ４覆土）
⑱褐色土 シルト質。（Ｐ４覆土）

①暗褐・黒渇色土 炭化物粒が多量、焼土粒が若干混じる。
炉
①暗褐・黒渇色土 炭化物粒が多量、焼土粒が若干混じる。
炉

②黄褐色土 褐・灰色スコリア粒を多量含む。炭化物粒がやや多く混じる。
③赤褐色土 炭化物が少量混じる。焼成赤化層だが、焼土は顕著ならず。
④暗褐色土 焼土粒が僅かに混じる。
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第124図　縄文時代１号住居跡出土遺物①
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能性を想起させる。炉跡は住居跡中央部からやや六角形の頂点付近Ｐ１寄りの位置に設えられている。
平面は楕円形で、長径₀．₇₁ｍ、短径₀．₆₂ｍを測る。炉跡には礫を６個巡らせている。炉跡周囲の床面は
僅かに窪み、貼床は確認されていない。その炉跡を中心として窪む床面は長径₂．₄₄ｍ、短径₁．₉₇ｍを測
る楕円形を呈する。
　当該住居跡から多くの土器・石器が出土しているが、図示し得たのが土器等₁₅点、石器９点である。
５～₁₉は縄文土器で、縄文時代中期の第Ⅲ～Ⅴ群に伴うものである。５は深鉢の胴部下半部の資料であ
る。平坦な底部から外傾しながら立ち上がり、大きく内湾して器形を窄まらせ、また直線的に立ち上げ
ようとする。窄まる部位に眼鏡状の突起を設けた後、隆帯を巡らせている。隆帯から底部の間にはほぼ
全面に縄文を施した後、円形、弧状及び横位に沈線文により区画し、その間隙は縄文を磨り消している。
また底部上位付近は区画沈線文を施さずに、縄文を磨り消している。隆帯より上位は割れ面を丁寧に研
いで、口縁部を作出している。隆帯付近に赤彩の痕跡が残る。この５は２号土坑で出土した破片資料と
接合したものである。６は口縁部のみの破片資料である。大きく内湾する口縁部で、外面に条線が縦位
に施されている。７はほぼ完形の深鉢である。覆土４層からの出土である。平坦な底部直上で器形が膨
らみ且つ窄め、その後直線的に立ち上げ、口縁部付近は内折させる。口縁部には眼鏡状突起を発達させ
たような突起を４ヶ所設け、沈線文をその正面及び側面に施す。突起毎の透かし穴を繋ぐように、口縁
部には先端の鋭いヘラ状の工具で連続刺突列を２条施す。三角押文か。この文様帯の下位には鍔状に整
形された隆帯が１条巡る。また胴部中位で窄まる箇所に隆帯を横位に貼り付け、更に半円形に粘土紐を
貼り付け、その区画内に集合沈線文を施す。８は住居跡床面付近で出土している。胴部下半部を緩やか
に内湾させ、胴部上位で窄ませて括れを作る。またそこから器形を膨らませたことで、その部位で胴部
最大径を測る。口縁部は頸部から直立させ、口唇部を内折させている。口縁部には文様を施さず、丁寧
なナデ調整を施す。頸部は指ナデにより浅い凹線文状をなす。頸部より下位には粘土紐を弧状に貼り付
け、半円形の区画を上下２段設けている。その区画上段６箇所のうち、５箇所に集合沈線文を施して櫛
形文状に仕上げる。半円形の区画毎の間隙に縦位に、また胴部括れに横位に粘土紐を貼り付け、刻目文
を施している。括れより下位、胴部下半部は縄文を施している。なお８を構成する破片２点に付着した
炭化物につき、放射性炭素年代測定を行った結果、₄，₃₉₀±₂₀yrBP、₄，₃₄₀±₂₀yrBPという結果が出た。
９～₁₉は破片資料である。９は突起を有する口縁部である。突起の頭部には細い粘土紐₁₅本を貼り付け、
また外面には弧状及び縦位の粘土紐を貼り付けて隆帯となす。この縦位の隆帯は胴部まで垂下させ、刻
目文を施す。口唇部は平坦にし、口縁部は肥厚させ、丁寧にナデ調整を行う。その下位に突起に巡らせ
た弧状の隆帯に接続する沈線文を施す。胴部は縄文を施す。９に付着していた炭化物の放射性炭素年代
は₄，₄₀₀±₂₀yrBPであった。₁₀は平坦に仕上げられた口唇部直下に半截竹管状の工具で沈線文を施し、
方形区画のパネル文をなす。その脇には縦位に粘土紐を貼り付け、またパネル文の下位には蛇行した粘
土紐を２本貼り付け、それぞれ隆帯となす。₁₁は縄文を施した後に、２本の粘土紐を貼り付け、刻目文
を施す。₁₂は縄文のみを施す。₁₃は細い粘土紐を横位・蛇行に施す。その下位には集合沈線文か。₁₄～
₁₆は底部資料である。₁₄・₁₅は集合沈線文が認められる。₁₇は刺突文が施されている。先端がやや尖っ
た棒状の工具によるものか。₁₈は土製円盤である。₁₉は動物の頭部をあしらった土器装飾部か。目が渦
巻き状に貼り付けた細い粘土紐により表現され、また口も大きく幅をとる。
　₂₀～₂₈は石器である。₂₀・₂₁は打製石斧である。前者が中粒砂岩、後者が角閃石安山岩を石材とし、
両者とも主面に自然面が残置する。₂₀は両側縁に敲打を施すが、柄との緊縛痕は認められない。₂₁は基
端部と側縁の一部を敲打で整形している。₂₂は二次加工剝片か。側縁に細かな剥離調整が施されている。
₂₃～₂₈は磨敲石類である。₂₃～₂₅は磨敲石で、いずれも上下端部何れかに敲打痕が観察される。₂₃はや
や扁平な棒状の礫を利用する。側面と主面が磨り面として利用されている。₂₄は卵形の楕円礫を利用し、
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能性を想起させる。炉跡は住居跡中央部からやや六角形の頂点付近Ｐ１寄りの位置に設えられている。
平面は楕円形で、長径₀．₇₁ｍ、短径₀．₆₂ｍを測る。炉跡には礫を６個巡らせている。炉跡周囲の床面は
僅かに窪み、貼床は確認されていない。その炉跡を中心として窪む床面は長径₂．₄₄ｍ、短径₁．₉₇ｍを測
る楕円形を呈する。
　当該住居跡から多くの土器・石器が出土しているが、図示し得たのが土器等₁₅点、石器９点である。
５～₁₉は縄文土器で、縄文時代中期の第Ⅲ～Ⅴ群に伴うものである。５は深鉢の胴部下半部の資料であ
る。平坦な底部から外傾しながら立ち上がり、大きく内湾して器形を窄まらせ、また直線的に立ち上げ
ようとする。窄まる部位に眼鏡状の突起を設けた後、隆帯を巡らせている。隆帯から底部の間にはほぼ
全面に縄文を施した後、円形、弧状及び横位に沈線文により区画し、その間隙は縄文を磨り消している。
また底部上位付近は区画沈線文を施さずに、縄文を磨り消している。隆帯より上位は割れ面を丁寧に研
いで、口縁部を作出している。隆帯付近に赤彩の痕跡が残る。この５は２号土坑で出土した破片資料と
接合したものである。６は口縁部のみの破片資料である。大きく内湾する口縁部で、外面に条線が縦位
に施されている。７はほぼ完形の深鉢である。覆土４層からの出土である。平坦な底部直上で器形が膨
らみ且つ窄め、その後直線的に立ち上げ、口縁部付近は内折させる。口縁部には眼鏡状突起を発達させ
たような突起を４ヶ所設け、沈線文をその正面及び側面に施す。突起毎の透かし穴を繋ぐように、口縁
部には先端の鋭いヘラ状の工具で連続刺突列を２条施す。三角押文か。この文様帯の下位には鍔状に整
形された隆帯が１条巡る。また胴部中位で窄まる箇所に隆帯を横位に貼り付け、更に半円形に粘土紐を
貼り付け、その区画内に集合沈線文を施す。８は住居跡床面付近で出土している。胴部下半部を緩やか
に内湾させ、胴部上位で窄ませて括れを作る。またそこから器形を膨らませたことで、その部位で胴部
最大径を測る。口縁部は頸部から直立させ、口唇部を内折させている。口縁部には文様を施さず、丁寧
なナデ調整を施す。頸部は指ナデにより浅い凹線文状をなす。頸部より下位には粘土紐を弧状に貼り付
け、半円形の区画を上下２段設けている。その区画上段６箇所のうち、５箇所に集合沈線文を施して櫛
形文状に仕上げる。半円形の区画毎の間隙に縦位に、また胴部括れに横位に粘土紐を貼り付け、刻目文
を施している。括れより下位、胴部下半部は縄文を施している。なお８を構成する破片２点に付着した
炭化物につき、放射性炭素年代測定を行った結果、₄，₃₉₀±₂₀yrBP、₄，₃₄₀±₂₀yrBPという結果が出た。
９～₁₉は破片資料である。９は突起を有する口縁部である。突起の頭部には細い粘土紐₁₅本を貼り付け、
また外面には弧状及び縦位の粘土紐を貼り付けて隆帯となす。この縦位の隆帯は胴部まで垂下させ、刻
目文を施す。口唇部は平坦にし、口縁部は肥厚させ、丁寧にナデ調整を行う。その下位に突起に巡らせ
た弧状の隆帯に接続する沈線文を施す。胴部は縄文を施す。９に付着していた炭化物の放射性炭素年代
は₄，₄₀₀±₂₀yrBPであった。₁₀は平坦に仕上げられた口唇部直下に半截竹管状の工具で沈線文を施し、
方形区画のパネル文をなす。その脇には縦位に粘土紐を貼り付け、またパネル文の下位には蛇行した粘
土紐を２本貼り付け、それぞれ隆帯となす。₁₁は縄文を施した後に、２本の粘土紐を貼り付け、刻目文
を施す。₁₂は縄文のみを施す。₁₃は細い粘土紐を横位・蛇行に施す。その下位には集合沈線文か。₁₄～
₁₆は底部資料である。₁₄・₁₅は集合沈線文が認められる。₁₇は刺突文が施されている。先端がやや尖っ
た棒状の工具によるものか。₁₈は土製円盤である。₁₉は動物の頭部をあしらった土器装飾部か。目が渦
巻き状に貼り付けた細い粘土紐により表現され、また口も大きく幅をとる。
　₂₀～₂₈は石器である。₂₀・₂₁は打製石斧である。前者が中粒砂岩、後者が角閃石安山岩を石材とし、
両者とも主面に自然面が残置する。₂₀は両側縁に敲打を施すが、柄との緊縛痕は認められない。₂₁は基
端部と側縁の一部を敲打で整形している。₂₂は二次加工剝片か。側縁に細かな剥離調整が施されている。
₂₃～₂₈は磨敲石類である。₂₃～₂₅は磨敲石で、いずれも上下端部何れかに敲打痕が観察される。₂₃はや
や扁平な棒状の礫を利用する。側面と主面が磨り面として利用されている。₂₄は卵形の楕円礫を利用し、
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第125図　縄文時代１号住居跡出土遺物②
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第126図　縄文時代１号住居跡出土遺物③

23　磨敲石　玄武岩

25　磨敲石
　　輝石安山岩

27　磨石　玄武岩

24　磨敲石　玄武岩

26　磨石　輝石安山岩

28　磨石
　　輝石安山岩

⊖ 155 ⊖

主面中央にも敲打痕が観察される。磨り面は主面のみである。₂₅は扁平な円礫を利用したものであるが、
折損している。主面が磨り面である。₂₆～₂₈は磨石である。₂₆は円礫で、磨り面は主面のみである。₂₇
は亜角礫で、磨り面が２面数えられる。₂₈は断面が三角形を呈している。

２号住居跡（第121・127・128図　第30・32・33表　写真図版45・46・52）
　当該住居跡は２－１区ＡⅤ₃₆グリッドに位置する。住居跡が確認されたこの調査区は狭長で、住居付
近の地形が判然としない。しかし２－３区及び１区の地形から勘案すれば、２号住居跡は尾根上平坦地
の南際付近と考えられる。住居北半部は調査区外へ広がり、部分的な検出に止まっているが、円形を呈
する住居跡と考えられる。この住居跡の最大径は₃．₂₈ｍ、検出された深さは₀．₁₀ｍである。３号住居跡
と重複し、時期的には後出するものと考えられる。この住居跡には炉跡と柱穴が確認され、壁溝は確認
出来ていない。貼床が認められ、貼床除去後にその存在を確認した柱穴があり、また炉跡も２基確認さ
れているため、住居が建て替えられた可能性がある。この住居跡の柱穴と考えられるのがＰ１～８であ
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第127図  縄文時代２・３号住居跡
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③暗褐色土（Ｐ２覆土）  
④暗褐色土（貼床）

３号住居跡
⑤黒褐色土 炭化物粒が若干混じる。
⑥黒褐色土 炭化物粒がやや多く混じる。（Ｐ11覆土）
⑦灰黄褐色土 炭化物粒が若干混じる。（Ｐ９覆土）
⑧黄褐色土 (Ｐ９覆土）
⑨黒褐色土 上部に硬化面が残存する。FB層土を斑紋状に含む。（貼床）

炉跡１
①暗褐色土 炭化物粒、焼土粒が多量に混じる。
②明赤褐色土 硬くしまり、直上に炭化物が多く付着する。焼成層。

炉跡２
③黒褐色土 炭化物粒が若干混じる。
④赤褐色土 硬くしまり、炭化物少量が上面に散在する。焼成層。
⑤暗褐色土 炭化物、焼土粒がやや多く混じる。
⑥黒褐色土 炭化物粒が僅かに混じる。
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⊖ 158 ⊖

る。炉跡は２基重複して確認された。平面が楕円形を呈する炉跡１は長径₀．₆₄ｍ、短径₀．₅₅ｍを測る。
また平面が円形を呈する炉跡２は最大径₀．₄₇ｍを測る。時期的には炉跡２を破壊して炉跡１を構築して
おり、この炉跡１は時期的に後出するものである。１・２号炉跡には１号住居跡で見られた礫の配置は
認められなかったが、炉跡２は土器を据え置いた埋甕炉であった。なお炉跡から炭化種実が採取され、
分析がなされている。詳細は附編を参照されたい。
　２号住居跡から土器・石器が出土しているが、図示し得たのが土器３点、石器２点である。₂₉～₃₁は
縄文土器である。₂₉は炉に埋設されていた土器で口縁部から胴部中位にかけての資料である。直線的に
立ち上がり、口縁部を肥厚させている。口唇部は平坦に仕上げ、外面口唇部直下には縄文を施している。
土器中位付近に粘土紐を横位に並べて貼り、またその間隙に斜位の粘土紐を貼り、それぞれ低平な隆帯
となした上で、三角形のモチーフを表現する。その三角形内部は所謂キャタピラ文と三叉文を施す。更
に三角区画文帯の直下にキャタピラ文、横位の波状文を施す。波状文より下位に縄文が施されている。
胎土中の金雲母が目立つ。縄文時代中期の藤内式か。₃₀は口縁部細片である。平坦に仕上げられた口唇
部直下に三角押文か。₃₁は口縁部から胴部中位まで残存する。胴部上位が膨らみ、胴部中位は括れる器
形である。口唇部は爪形文、胴部は所謂パネル文か。₃₂・₃₃は石器である。₃₂は打製石斧である。撥形
を呈し、自然面が残置する。柄を緊縛したであろう中央部側縁部付近には敲打痕が認められる。ホルン
フェルスを石材とし、全体的にやや風化が進む。₃₃は磨敲石である。多孔質玄武岩を石材とし、上下端
部及び側面に敲打痕があり、磨り面は主面片側と側面を利用する。

３号住居跡（第121・127・128図　第30・32・33表　写真図版45・46）
　当該住居跡は２－１区ＡⅤ₃₆グリッドに位置する。前述の２号住居跡と重複し、時期的にはこの３号
住居跡が先行する。住居跡の北端部は調査区外に延び、南端部は調査区南壁と接している。確認された
この住居跡は貼床部のみが残存しており、南半部付近に壁溝が巡るのを確認している。この壁溝の検出
状況から、３号住居跡は長方形を呈していたものと考えられる。住居跡の柱穴と考えられるのはＰ９～
₁₁及び２号住居跡内に位置するＰ₁₂である。炉跡は確認できなかった。
　当該住居跡から土器・石器が数点出土している。₃₄は井戸尻式土器の細片か。

４号住居跡（第121・129～132図　第30・32・33表　写真図版44・45・53・54）
　当該住居跡は１区ＡＴ₃₉グリッドに位置する。栗色～富士黒土層上面にて確認された。この住居跡の
平面は楕円形を呈し、長径₄．₂₈ｍ、短径₃．₁₀ｍを測る。この住居跡が位置する１区の平坦地は、富沢内
野山Ⅰ西遺跡１・２区が位置する支谷へ地形が転換する区域にあたる。この楕円形を呈する住居跡の長
軸はほぼ東西方向に延び、１区の等高線とほぼ平行しており、地形を意識した住居が設定された可能性
を持つ。
　この住居跡内には柱穴と炉跡が確認され、壁溝や貼床は確認されていない。住居の主柱穴と考えられ
るのがＰ１・２・４・６で、深さは₀．₅₅～₀．₇₀ｍを測る。他のＰ３・５・７は掘り込みが浅いため主柱
穴とは考えにくい。炉跡は住居跡中央部からやや東寄りの位置に設えられている。平面は楕円形で長径
₀．₈₂ｍ、短径₀．₆₄ｍを測る。炉跡内に３点の礫が「コ」の字状に据えられている。なお炉跡から炭化種
実が採取され、分析がなされている。詳細は附編を参照されたい。
　当該住居跡から多くの土器・石器が出土しているが、図示し得たのが土器₃₀点、石器₁₇点である。₃₅
は縦位に楕円文が施されている。胎土中の金雲母が目立つ。₃₆・₃₇は条痕が施されている。前者は表裏
面、後者は内面のみに条痕が施されている。これら３点は縄文時代早期のものである。
　₃₈～₆₂は縄文時代中期代の所産と考えられる。そのうち新道式は₃₈～₄₀で、それ以外の資料の殆どが
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る。炉跡は２基重複して確認された。平面が楕円形を呈する炉跡１は長径₀．₆₄ｍ、短径₀．₅₅ｍを測る。
また平面が円形を呈する炉跡２は最大径₀．₄₇ｍを測る。時期的には炉跡２を破壊して炉跡１を構築して
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部及び側面に敲打痕があり、磨り面は主面片側と側面を利用する。

３号住居跡（第121・127・128図　第30・32・33表　写真図版45・46）
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実が採取され、分析がなされている。詳細は附編を参照されたい。
　当該住居跡から多くの土器・石器が出土しているが、図示し得たのが土器₃₀点、石器₁₇点である。₃₅
は縦位に楕円文が施されている。胎土中の金雲母が目立つ。₃₆・₃₇は条痕が施されている。前者は表裏
面、後者は内面のみに条痕が施されている。これら３点は縄文時代早期のものである。
　₃₈～₆₂は縄文時代中期代の所産と考えられる。そのうち新道式は₃₈～₄₀で、それ以外の資料の殆どが

第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）



⊖ 159 ⊖

藤内式と推定される。₃₈は口縁部のみの破片資料で、直線的に立ち上げ、口唇部は平坦に仕上げている。
細い半截竹管状の工具で長方形を描き、その内側に沿って、先端の鋭いヘラ状の工具で連続刺突して三
角押文とする。三角押文の四角形区画内はそれと同一工具の刺突と共に、細い竹管状の工具による刺突
により文様が充填されている。四角形区画の下位にはキャタピラ文か。₃₉も口縁部のみの破片資料であ
る。口縁部は内折の後、さらに上方へ折り曲げている。口唇部には渦状の突起が貼り付けられている。
突起から細い粘土紐を弧状に貼り付け、半円形の区画を作る。その区画の下位にも粘土紐を貼り付け、
三角形の区画を設ける。区画内にはキャタピラ文や三角押文が充填される。₄₀は沈線文と三角押文が施
された胴部の破片資料である。₄₁～₄₃は口縁部のみの破片資料である。これらは平坦に仕上げられた口
唇部をもつ。₄₁は口唇部直下に縄文、さらに斜位にキャタピラ文が施されている。キャタピラ文の両脇
は細い竹管状の工具で刺突。₄₂は口唇部直下に半截竹管状の工具で平行沈線を斜位に施した後、指頭で
円形、連弧状に磨り消しをしている。₄₃は縄文を施した後に、区画の沈線文や波状文を施している。₄₄
～₅₆・₆₀は胴部のみの破片資料である。₄₄・₄₅は半截竹管状の工具により施された隆線状の沈線文で四
角形の区画を設け、前者はキャタピラ文、三角押文、三叉文を、後者はキャタピラ文、三角押文、縦位
の沈線文を充填している。₄₆は低い隆帯を基調に、キャタピラ文及び波状文等が沿うように施されてい
る。低い隆帯上には縄文を施した部位もある。₄₇～₄₉・₅₁～₅₃は三角押文若しくはキャタピラ文と低い
隆線文を基調とした文様が施された胴部のみの破片資料である。₅₀は低く幅広の隆帯に２本の隆線が接
続する。隆帯上は先端が平坦であまり尖らせていない工具で押引文を施す。また隆帯と隆線の脇は三角
押文を施している。₅₅・₅₆は縄文が施されている。₆₀は低い隆線文のみ確認される。隆線文の貼り付け
の後に、ほぼ全面指頭によるナデか。₅₄・₅₇・₅₈・₆₁・₆₂は底部付近の資料である。₅₄は胴部下端から
底部にかけての資料である。₅₇・₅₈は胴部中位から底部まで残存した資料で、平坦な底部から胴部を直
線的に立ち上げている。₅₇は縄文を施した後に、キャタピラ文及び三角押文を横位に施している。₅₈に
は文様は施されていないが、粘土紐積み上げ痕や指頭痕がナデ消されずに明瞭に観察できる。₆₁・₆₂は
小型の深鉢の底部か。₅₉は型式名が判然としない口縁部のみの破片資料である。新道・藤内式と比較し
て器厚は薄く仕上げられている。口唇部は半截竹管状の工具で押引文が施され、口唇部直下に同一工具
によるものと推定される平行沈線文や刺突文が施されている。₆₃・₆₄は土製円盤である。
　₆₅～₈₁は石器である。₆₅は尖頭器である。ホルンフェルスを石材とし、先端部が折損している。₆₆～
₆₈は石鏃である。いずれも無茎鏃で、₆₆・₆₇は凹基、₆₈は円基鏃か。₆₆は₆₇と比較して、抉りの入れ方
が浅い。石材はガラス質黒色安山岩、天城柏峠産黒曜石、ホルンフェルスである。₆₉～₇₁は楔形石器で
ある。いずれも神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。端部には使用による潰れが見られる。₇₂～₇₇は打
製石斧である。このうち完形品は₇₄のみで、残りは折損している。₇₂は基端部か。₇₃・₇₅は刃部か。₇₄
は撥形を呈し、両側縁部中位付近に敲打痕が観察される。緑色片岩を石材とし、節理面が残置する。
₇₆・₇₇は刃部が折損した資料である。₇₆は小型の短冊形打製石斧か。石材は白雲母片岩で、器厚も薄い。
₇₇は基部中位付近で折損している。₇₈～₈₁は磨敲石類である。₇₈は両主面中央部に敲打痕、磨り面は上
下端部を除く全ての面に観察される。₇₉～₈₁は敲石である。何れも上下端部を中心に敲打痕が観察され
る。₇₈・₈₁は玄武岩、₇₉は中粒砂岩、₈₀は輝石安山岩を石材とする。

（２）　土坑（第121・133・134図　第31・32表　写真図版46・48・49・54）
　当該遺跡にて確認された土坑は₁₁基を数える。これらの遺構は著しく偏在していないものの、２－２
区ＢＡ₂₉グリッドに位置する₁₀号土坑より北東に遺構が未確認である点から、生活領域の辺縁を示すも
のか。
　確認された土坑は底面に小穴が認められないものが多数を占めている。１～５号土坑は平面が楕円～
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　₆₅～₈₁は石器である。₆₅は尖頭器である。ホルンフェルスを石材とし、先端部が折損している。₆₆～
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₇₇は基部中位付近で折損している。₇₈～₈₁は磨敲石類である。₇₈は両主面中央部に敲打痕、磨り面は上
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②赤褐色土 焼土塊が多く混じる。
③赤褐色土 上面に炭化物粒が若干散在する。焼成層。
④赤褐色土 炭化物粒が若干混じる。
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第129図  縄文時代４号住居跡と出土遺物①
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③黒褐色土（Ｐ５覆土）
④黒褐色土 炭化物粒が少量混じる。（Ｐ４覆土）
⑤黒褐色土 炭化物粒が微量混じる。（Ｐ１覆土）

炉跡
①暗褐色土 KU～FB層土を基調とする。炭化物粒多量、焼土粒若干が混じる。
②赤褐色土 焼土塊が多く混じる。
③赤褐色土 上面に炭化物粒が若干散在する。焼成層。
④赤褐色土 炭化物粒が若干混じる。
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第130図　縄文時代４号住居跡遺物出土状況と出土遺物②
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第130図　縄文時代４号住居跡遺物出土状況と出土遺物②

176.6m

176.6m

A A'

A

A

A'

A'

A A'

AU-39から
北へ2m

AU-39から
北へ2m

４号住居跡
AU-39から

４号住居跡
AU-39から

４号住居跡掲載遺物

石器

礫
土器

38

39

42

46

40 41

43

44

47

4848

49

50

51 52

4545

0 10cm1/3

0 2m1/60

AT
-3
8

AT
-3
8 AT
-3
8

AT
-3
8

AT
-3
8

AT
-3
8

AU-38

AU-38

35

36

37

38

3940
4141

42

43 4444

45

4646
47

48

49

50

5152

53

54

55

56

57

58

59

60

61
62

63

64

6565

66

67

68

69

70

7171

72

7374

75

76

7778
79

80

81

⊖ 161 ⊖

第３節　縄文時代の遺構と遺物



65　尖頭器
　　ホルンフェルス

66　石鏃
　　ガラス質黒色安山岩

67　石鏃
　　黒曜石　天城柏峠

69　楔形石器
　　黒曜石　神津恩馳島

70　楔形石器
　　黒曜石　神津恩馳島 71　楔形石器

　　黒曜石　神津恩馳島

72　打製石斧
　　ホルンフェルス

73　打製石斧
　　細粒安山岩

68　石鏃
 　 ホルンフェルス

0 10cm1/2

0 3cm4/5

第131図　縄文時代４号住居跡出土遺物③
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65　尖頭器
　　ホルンフェルス

66　石鏃
　　ガラス質黒色安山岩

67　石鏃
　　黒曜石　天城柏峠

69　楔形石器
　　黒曜石　神津恩馳島

70　楔形石器
　　黒曜石　神津恩馳島 71　楔形石器

　　黒曜石　神津恩馳島

72　打製石斧
　　ホルンフェルス

73　打製石斧
　　細粒安山岩

68　石鏃
 　 ホルンフェルス
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74　打製石斧　緑色片岩

76　打製石斧
　　白雲母片岩

80　敲石
　　輝石安山岩

81　敲石　玄武岩

78　磨敲石　玄武岩

79 　敲石
　　 中粒砂岩

77　打製石斧　緑色片岩

75　打製石斧
　　ホルンフェルス

0 10cm1/3

0 10cm1/2

第132図　縄文時代４号住居跡出土遺物④
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74　打製石斧　緑色片岩

76　打製石斧
　　白雲母片岩

80　敲石
　　輝石安山岩

81　敲石　玄武岩

78　磨敲石　玄武岩

79 　敲石
　　 中粒砂岩

77　打製石斧　緑色片岩

75　打製石斧
　　ホルンフェルス

0 10cm1/3

0 10cm1/2

第132図　縄文時代４号住居跡出土遺物④
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第133図　縄文時代土坑①
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①黒褐色土 炭化物が少量混じる。

①黒褐色土 YLUブロック若干を含む、
           炭化物が多く混じる。
②暗褐色土 YLU～ZN層土の崩落土。
③暗褐色土 YLU～ZN層土の崩落土。

①暗褐色土 炭化物が若干混じる。
②黄褐・暗褐色土 ①よりしまり強い。
                 炭化物が少量混じる。
③褐色土 ②よりしまり強い。

①暗褐色土 炭化物が若干混じる。
②褐色土 YLU層土を含む。

①暗褐色土 KU～FB層土を基調とする。
           炭化物が若干混じる。
②褐色土 KU～FB層土を基調とする。
         ①よりしまり強い。
③褐色土 

 ①暗褐色土 KU～FB層土を基調に、壁面
            の崩落土を含む。
 ②暗褐色土 KU～FB層土を基調とする。
 ③暗褐色土 炭化物が若干混じる。
 ④暗褐色・褐色土 YLU層土の崩落土。

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②暗褐色土 KU～FB層土を基調とし、
           炭化物が若干混じる。
③褐色土 YLU層土とKU～FB層土の混土。

①黒褐色土 
②暗褐色土  
③暗褐色土 KU～FB層土の崩落土。

①黒褐色土 白色パミスを含む。
           炭化物粒がやや多く混じる。
②暗褐色土 
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第133図　縄文時代土坑①
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①黒褐色土 炭化物が少量混じる。

①黒褐色土 YLUブロック若干を含む、
           炭化物が多く混じる。
②暗褐色土 YLU～ZN層土の崩落土。
③暗褐色土 YLU～ZN層土の崩落土。

①暗褐色土 炭化物が若干混じる。
②黄褐・暗褐色土 ①よりしまり強い。
                 炭化物が少量混じる。
③褐色土 ②よりしまり強い。

①暗褐色土 炭化物が若干混じる。
②褐色土 YLU層土を含む。

①暗褐色土 KU～FB層土を基調とする。
           炭化物が若干混じる。
②褐色土 KU～FB層土を基調とする。
         ①よりしまり強い。
③褐色土 

 ①暗褐色土 KU～FB層土を基調に、壁面
            の崩落土を含む。
 ②暗褐色土 KU～FB層土を基調とする。
 ③暗褐色土 炭化物が若干混じる。
 ④暗褐色・褐色土 YLU層土の崩落土。

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②暗褐色土 KU～FB層土を基調とし、
           炭化物が若干混じる。
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②暗褐色土  
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第134図　縄文時代土坑②と土坑出土遺物
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①暗褐色土 シルト質土のブロックを若干含む。炭化物が若干混じる。
②黒褐色土 KU～FB層土を基調とする。炭化物が僅かに混じる。
③暗褐色土 KU～FB層土を基調とし、ZN層土が混じる。炭化物が少量混じる。
④暗褐・褐色土 ZN層土を基調とする。

 ①黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
 ②黒色土 KU層土ブロックを斑紋状に含む。
 ③暗褐色土 炭化物が少量混じる。
 ④黒褐色土 FB層土を基調とし、KU層土を斑紋状に含む。
 ⑤黒褐色土 細かいシルト質。
 ⑥黒褐色土  
 ⑦暗褐色土 シルト質。
 ⑧暗褐色・黄褐色土  
 ⑨暗褐色土 炭化物が少量混じる。砂質。

0 1m1/40

0 10cm1/3

2 号土坑　82

⊖ 165 ⊖

紡錘形を呈するタイプであるが、底部の形状が多様である。１・３・４号土坑は平坦な底面を持つタイ
プである。1号土坑は２－２区ＡＺ₃₁グリッドに位置する。富士黒土層上面にて確認された。この土坑
の長軸方向は東西を指向している。東端部を２号小穴が重複する。時期的に土坑が先行する。３号土坑
は２－３区ＡＷ₃₈グリッドに位置する。上端が大部分削平されていた。平坦な底面から緩やかに立ち上
がるタイプである。主軸方向は北西方向である。４号土坑は２－２区ＡＹ₃₂グリッドに位置する。平面
はやや歪な楕円形を呈し、長軸方向が南北を指向する。漸移層上面で確認され、覆土中に休場層上層ブ
ロックが混入するのが特徴である。２・５号土坑は狭い底面を持つ土坑である。２号土坑は２－３区Ａ
Ｘ₃₅グリッド杭付近に位置する。平面はやや歪な紡錘形を呈し、覆土１層中に縄文土器（₈₂）が出土して
いる。底面が狭いため、断面形は擂鉢状を呈する。₈₂は深鉢の口縁部か。大きく内側に湾曲する口縁部
で、三角形及び円形の窪みや端部に刻目を入れた隆帯、円形刺突文を伴うモチーフが見られる。また大
きく破損して判然としないが、左側の折損部に獣形のモチーフが水煙状に象られていた可能性がある。
時期は縄文時代中期代、井戸尻式か。
　６～８号土坑は平面が円形を呈するタイプである。６号土坑は４区ＡＹ₃₉グリッドに位置し、この土
坑から南西約４ｍの位置に５号土坑が確認されている。計測値は最大径₁．₁₅ｍ、深さ₀．₃₅ｍを測る。栗
色～富士黒土層上面にて検出している。７・８号土坑は６号土坑より小振りである。前者は２－２区Ａ
Ｘ₃₂グリッド、後者は同調査区ＡＹ₃₃グリッドに位置する。７号土坑は漸移層上面で確認され、計測値
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④

⑤

⑥

⑦

⑧⑧⑧

⑦

⑨

①暗褐色土 シルト質土のブロックを若干含む。炭化物が若干混じる。
②黒褐色土 KU～FB層土を基調とする。炭化物が僅かに混じる。
③暗褐色土 KU～FB層土を基調とし、ZN層土が混じる。炭化物が少量混じる。
④暗褐・褐色土 ZN層土を基調とする。

 ①黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
 ②黒色土 KU層土ブロックを斑紋状に含む。
 ③暗褐色土 炭化物が少量混じる。
 ④黒褐色土 FB層土を基調とし、KU層土を斑紋状に含む。
 ⑤黒褐色土 細かいシルト質。
 ⑥黒褐色土  
 ⑦暗褐色土 シルト質。
 ⑧暗褐色・黄褐色土  
 ⑨暗褐色土 炭化物が少量混じる。砂質。

0 1m1/40

0 10cm1/3

2 号土坑　82
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紡錘形を呈するタイプであるが、底部の形状が多様である。１・３・４号土坑は平坦な底面を持つタイ
プである。1号土坑は２－２区ＡＺ₃₁グリッドに位置する。富士黒土層上面にて確認された。この土坑
の長軸方向は東西を指向している。東端部を２号小穴が重複する。時期的に土坑が先行する。３号土坑
は２－３区ＡＷ₃₈グリッドに位置する。上端が大部分削平されていた。平坦な底面から緩やかに立ち上
がるタイプである。主軸方向は北西方向である。４号土坑は２－２区ＡＹ₃₂グリッドに位置する。平面
はやや歪な楕円形を呈し、長軸方向が南北を指向する。漸移層上面で確認され、覆土中に休場層上層ブ
ロックが混入するのが特徴である。２・５号土坑は狭い底面を持つ土坑である。２号土坑は２－３区Ａ
Ｘ₃₅グリッド杭付近に位置する。平面はやや歪な紡錘形を呈し、覆土１層中に縄文土器（₈₂）が出土して
いる。底面が狭いため、断面形は擂鉢状を呈する。₈₂は深鉢の口縁部か。大きく内側に湾曲する口縁部
で、三角形及び円形の窪みや端部に刻目を入れた隆帯、円形刺突文を伴うモチーフが見られる。また大
きく破損して判然としないが、左側の折損部に獣形のモチーフが水煙状に象られていた可能性がある。
時期は縄文時代中期代、井戸尻式か。
　６～８号土坑は平面が円形を呈するタイプである。６号土坑は４区ＡＹ₃₉グリッドに位置し、この土
坑から南西約４ｍの位置に５号土坑が確認されている。計測値は最大径₁．₁₅ｍ、深さ₀．₃₅ｍを測る。栗
色～富士黒土層上面にて検出している。７・８号土坑は６号土坑より小振りである。前者は２－２区Ａ
Ｘ₃₂グリッド、後者は同調査区ＡＹ₃₃グリッドに位置する。７号土坑は漸移層上面で確認され、計測値
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①黒褐色土  
  炭化物粒が少量混じる。
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  炭化物粒がやや多く混じる。
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  炭化物粒が少量混じる。
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②暗褐色土 地山崩落土。
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  炭化物粒が少量混じる。①黒褐色土  

  炭化物粒が少量混じる。
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  炭化物粒が少量混じる。

①黒褐色土  
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②暗褐色土 地山崩落土。
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は最大径₀．₇₉ｍ、深さ₀．₁₀ｍである。８号土坑は休場層上層上面で検出され、計測値は最大径₀．₇₀ｍ、
深さ₀．₁₂ｍを測る。
　９・₁₀号土坑は平面形が長楕円～長方形を呈するタイプで、共に壁を直立させている。前者は７－１
区ＢＡ₃₀グリッドに、後者は７－１区ＢＡ₂₉グリッドに位置している。この土坑は２基共漸移層上面で
確認されており、計測値では前者は長さ₀．₉₂ｍ、幅₀．₆₂ｍ、深さ₀．₄₆ｍ、後者は長さ₁．₄₅ｍ、幅₀．₈₀ｍ、
深さ₀．₆₀ｍと、₁₀号土坑の方が規模は大きい。また９号土坑の長軸方向が東西を指向するのに対し、₁₀
号土坑は南北方向を指向する点で異なる。
　₁₁号土坑は底面に小穴を伴う土坑である。２－１区ＡＷ₃₆グリッドに位置し、休場層上層上面にて確
認された。８号小穴と重複し、時期的に先行する。平面は隅丸長方形を呈し、長さ₁．₆₀ｍ、幅₀．₉₁ｍ、
深さ₁．₁₆ｍを測る。底面中央部に小穴が１基確認される。逆茂木の痕跡か。この土坑の時期は覆土から
縄文時代の遺構と考えられるが、住居跡に至近である点から、集落であった時期と違える。

（３）　小穴（第121・135図　第31表）
　当該遺跡にて確認された小穴は₁₁基を数える。掘り込みが浅い点から建物等の柱穴と断定できないが、
小穴は２～３基程度のまとまりが認められる点が興味深い。１～３号小穴は２－２区ＡＺ₃₁グリッド、
４～６号小穴は２－１区ＡＷ₃₅グリッド、７・８号小穴はＡＷ₃₆グリッド、９～₁₁号小穴は４区ＡＹ₃₈
グリッドに位置している。全て栗色～富士黒土層上面で確認されており、小穴からの遺物は無く、性格
は判然としない。

第30表　縄文時代住居跡計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 平面形 土器 石器 礫 炭化物 計

１号住居跡 SB01 AX-33 FB 7.08 4.44 0.76 円形 206 52 119 14 391

２号住居跡 SB03 AV-36 FB 3.28 2.20 0.10 円形 34 4 4 17 59

３号住居跡 SB04 AV-36 AN 3.48 2.50 0.10 隅丸方形 3 1 4

４号住居跡 SB02 AU-39 FB 4.28 3.10 0.36 楕円形 336 115 228 1 680

第31表　縄文時代土坑・小穴計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

１号土坑 SF31 AZ-31 FB 0.96 0.58 0.11 

２号土坑 SF32 AX-35 FB 0.82 0.44 0.38 4 4

３号土坑 SF33 AV-38 FB 1.31 0.99 0.37 

４号土坑 SF34 AY-32 ZN 0.99 0.63 0.28 

５号土坑 SF35 AY-38 FB 0.81 0.51 0.37 

６号土坑 SF36 AY-38 FB 1.15 1.08 0.35 

７号土坑 SF37 AX-32 ZN 0.79 0.75 0.10 

８号土坑 SF39 AY-33 YLU 0.70 0.70 0.12 

９号土坑 SF48 BA-30 ZN 0.92 0.62 0.46 

10号土坑 SP26 BA-29 ZN 1.45 0.80 0.60 

11号土坑 SP08 AW-36 YLU 1.60 0.91 1.16 

１号小穴 SP15 AZ-31 FB 0.32 0.32 0.18 

２号小穴 SP13 AZ-31 FB 0.56 0.42 0.25 

３号小穴 SP14 AZ-31 FB 0.43 0.38 0.25 

４号小穴 SP03 AW-35 FB 0.46 0.46 0.22 

５号小穴 SP04 AW-35 FB 0.34 0.33 0.13 

６号小穴 SP05 AW-35 FB 0.37 0.35 0.26 

７号小穴 SP06 AW-36 FB 0.30 0.30 0.13 

８号小穴 SP07 AW-36 FB 0.34 0.31 0.24 

９号小穴 SP17 AY-38 FB 0.45 0.31 0.18 

10号小穴 SP18 AY-38 FB 0.42 0.39 0.22 

11号小穴 SP19 AY-38 FB 0.34 0.31 0.29 

第32表　縄文時代遺構内出土土器観察表①

遺構名
挿図
番号

写真
図版
番号

分類
色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

１号住居跡 5 50 Ⅲ 3 5YR4/4
眼鏡状突起。隆帯貼り付け。沈線。縄文。磨り消し。赤彩の
痕跡。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母

１号住居跡 6 51 Ⅲ 3 7.5YR5/6 縦位の条線。内面に擦痕。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片
１号住居跡 7 50 Ⅲ 4 5YR5/6 眼鏡状突起。隆帯貼り付け。沈線。三角押文。 無 白色粒子、石英、雲母
１号住居跡 8 50 Ⅲ 4 5YR4/4 口縁部分にナデ。隆帯貼り付け。櫛形文。刻目文。縄文。 無 白色粒子、石英、雲母、輝石
１号住居跡 9 51 Ⅲ 4 2.5YR4/6 隆帯貼り付け。刻目文。沈線。縄文。ナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、輝石、白色岩片多
１号住居跡 10 51 Ⅲ 4 5YR4/4 隆帯貼り付け。刻目文。パネル文。内外面にナデ。 無 白色粒子多、石英、雲母、白色岩片
１号住居跡 11 51 Ⅲ 4 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。刻目文。異方向の縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片
１号住居跡 12 51 Ⅲ 5 10YR5/4 異方向の縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片
１号住居跡 13 51 Ⅴ 1 10YR3/1 隆帯貼り付け。集合沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片
１号住居跡 14 51 Ⅴ 1 5YR5/6 隆帯貼り付け。刻目文。集合沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片
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は最大径₀．₇₉ｍ、深さ₀．₁₀ｍである。８号土坑は休場層上層上面で検出され、計測値は最大径₀．₇₀ｍ、
深さ₀．₁₂ｍを測る。
　９・₁₀号土坑は平面形が長楕円～長方形を呈するタイプで、共に壁を直立させている。前者は７－１
区ＢＡ₃₀グリッドに、後者は７－１区ＢＡ₂₉グリッドに位置している。この土坑は２基共漸移層上面で
確認されており、計測値では前者は長さ₀．₉₂ｍ、幅₀．₆₂ｍ、深さ₀．₄₆ｍ、後者は長さ₁．₄₅ｍ、幅₀．₈₀ｍ、
深さ₀．₆₀ｍと、₁₀号土坑の方が規模は大きい。また９号土坑の長軸方向が東西を指向するのに対し、₁₀
号土坑は南北方向を指向する点で異なる。
　₁₁号土坑は底面に小穴を伴う土坑である。２－１区ＡＷ₃₆グリッドに位置し、休場層上層上面にて確
認された。８号小穴と重複し、時期的に先行する。平面は隅丸長方形を呈し、長さ₁．₆₀ｍ、幅₀．₉₁ｍ、
深さ₁．₁₆ｍを測る。底面中央部に小穴が１基確認される。逆茂木の痕跡か。この土坑の時期は覆土から
縄文時代の遺構と考えられるが、住居跡に至近である点から、集落であった時期と違える。

（３）　小穴（第121・135図　第31表）
　当該遺跡にて確認された小穴は₁₁基を数える。掘り込みが浅い点から建物等の柱穴と断定できないが、
小穴は２～３基程度のまとまりが認められる点が興味深い。１～３号小穴は２－２区ＡＺ₃₁グリッド、
４～６号小穴は２－１区ＡＷ₃₅グリッド、７・８号小穴はＡＷ₃₆グリッド、９～₁₁号小穴は４区ＡＹ₃₈
グリッドに位置している。全て栗色～富士黒土層上面で確認されており、小穴からの遺物は無く、性格
は判然としない。

第30表　縄文時代住居跡計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 平面形 土器 石器 礫 炭化物 計

１号住居跡 SB01 AX-33 FB 7.08 4.44 0.76 円形 206 52 119 14 391

２号住居跡 SB03 AV-36 FB 3.28 2.20 0.10 円形 34 4 4 17 59

３号住居跡 SB04 AV-36 AN 3.48 2.50 0.10 隅丸方形 3 1 4

４号住居跡 SB02 AU-39 FB 4.28 3.10 0.36 楕円形 336 115 228 1 680

第31表　縄文時代土坑・小穴計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

１号土坑 SF31 AZ-31 FB 0.96 0.58 0.11

２号土坑 SF32 AX-35 FB 0.82 0.44 0.38 4 4

３号土坑 SF33 AV-38 FB 1.31 0.99 0.37

４号土坑 SF34 AY-32 ZN 0.99 0.63 0.28

５号土坑 SF35 AY-38 FB 0.81 0.51 0.37

６号土坑 SF36 AY-38 FB 1.15 1.08 0.35

７号土坑 SF37 AX-32 ZN 0.79 0.75 0.10

８号土坑 SF39 AY-33 YLU 0.70 0.70 0.12

９号土坑 SF48 BA-30 ZN 0.92 0.62 0.46

10号土坑 SP26 BA-29 ZN 1.45 0.80 0.60

11号土坑 SP08 AW-36 YLU 1.60 0.91 1.16

１号小穴 SP15 AZ-31 FB 0.32 0.32 0.18

２号小穴 SP13 AZ-31 FB 0.56 0.42 0.25

３号小穴 SP14 AZ-31 FB 0.43 0.38 0.25

４号小穴 SP03 AW-35 FB 0.46 0.46 0.22

５号小穴 SP04 AW-35 FB 0.34 0.33 0.13

６号小穴 SP05 AW-35 FB 0.37 0.35 0.26

７号小穴 SP06 AW-36 FB 0.30 0.30 0.13

８号小穴 SP07 AW-36 FB 0.34 0.31 0.24

９号小穴 SP17 AY-38 FB 0.45 0.31 0.18

10号小穴 SP18 AY-38 FB 0.42 0.39 0.22

11号小穴 SP19 AY-38 FB 0.34 0.31 0.29

第32表　縄文時代遺構内出土土器観察表①

遺構名
挿図
番号

写真
図版
番号

分類
色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

１号住居跡 5 50 Ⅲ 3 5YR4/4
眼鏡状突起。隆帯貼り付け。沈線。縄文。磨り消し。赤彩の
痕跡。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母

１号住居跡 6 51 Ⅲ 3 7.5YR5/6 縦位の条線。内面に擦痕。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片
１号住居跡 7 50 Ⅲ 4 5YR5/6 眼鏡状突起。隆帯貼り付け。沈線。三角押文。 無 白色粒子、石英、雲母
１号住居跡 8 50 Ⅲ 4 5YR4/4 口縁部分にナデ。隆帯貼り付け。櫛形文。刻目文。縄文。 無 白色粒子、石英、雲母、輝石
１号住居跡 9 51 Ⅲ 4 2.5YR4/6 隆帯貼り付け。刻目文。沈線。縄文。ナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、輝石、白色岩片多
１号住居跡 10 51 Ⅲ 4 5YR4/4 隆帯貼り付け。刻目文。パネル文。内外面にナデ。 無 白色粒子多、石英、雲母、白色岩片
１号住居跡 11 51 Ⅲ 4 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。刻目文。異方向の縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片
１号住居跡 12 51 Ⅲ 5 10YR5/4 異方向の縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片
１号住居跡 13 51 Ⅴ 1 10YR3/1 隆帯貼り付け。集合沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片
１号住居跡 14 51 Ⅴ 1 5YR5/6 隆帯貼り付け。刻目文。集合沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

第３節　縄文時代の遺構と遺物
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遺構名
挿図
番号

写真
図版
番号

分類
色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

１号住居跡 15 Ⅴ 1 5YR5/6 隆帯貼り付け。刻目文。集合沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

１号住居跡 16 Ⅴ 1 2.5YR5/6 無文。内外面にミガキ。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、輝石、白色岩片多

１号住居跡 17 51 Ⅴ 2 10YR5/4 隆帯貼り付け。棒状工具による刺突。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

１号住居跡 18 51 Ⅷ 7.5YR5/2 土製円盤。櫛歯状工具による条線。内面に擦痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

１号住居跡 19 51 Ⅵ 7.5YR5/6 動物の頭部の土器装飾部。隆帯貼り付け。 無 白色粒子、黒色粒子多、輝石多

２号住居跡 29 52 Ⅲ 3 7.5YR4/4
口唇部直下に縄文。隆帯貼り付け。刻目文。キャタピラ文。
三叉文。波状文。縄文。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片、岩片

２号住居跡 30 Ⅲ 5 7.5YR5/4 口唇部に爪形文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

２号住居跡 31 52 Ⅲ 3 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。口唇部に爪形文。爪形文と刺突。（パネル文） 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母

３号住居跡 34 Ⅲ 4 7.5YR5/3 縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 35 53 Ⅰ 7.5YR5/4 縦位の楕円文。 無 白色粒子、黒色粒子、雲母多

４号住居跡 36 53 Ⅰ 5YR5/2 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 37 53 Ⅰ 5YR5/6 内面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 38 53 Ⅲ 2 5YR4/3 半截竹管状工具による沈線。刺突。三角押文。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 39 53 Ⅲ 2 7.5YR5/4 渦状突起。隆帯貼り付け。穿孔。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 40 53 Ⅲ 2 7.5YR4/2 沈線。三角押文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 41 53 Ⅲ 3 5YR3/1
口唇部直下に縄文。キャタピラ文。半截竹管状工具による刺
突。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 42 53 Ⅲ 3 7.5YR4/6 半截竹管状工具による平行沈線。磨り消し。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 43 53 Ⅲ 3 7.5YR4/4 半截竹管状工具による沈線。波状文。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 44 53 Ⅲ 3 5YR4/6
隆線貼り付け。刻目文。半截竹管状工具による隆線状の沈線。
キャタピラ文。三角押文。三叉文。内面にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 45 53 Ⅲ 3 7.5YR5/6
半截竹管状工具による隆線状の沈線。キャタピラ文。三角押
文。三叉文。内面にナデ。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 46 53 Ⅲ 3 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。波状文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 47 53 Ⅲ 3 5YR5/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 48 53 Ⅲ 3 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文と三叉文。刻目文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 49 53 Ⅲ 3 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文と三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 50 53 Ⅲ 3 5YR4/6 隆帯・隆線貼り付け。三角押文。棒状工具による押引き。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 51 53 Ⅲ 3 5YR5/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 52 53 Ⅲ 3 7.5YR4/6 隆帯貼り付け。三角押文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 53 53 Ⅲ 3 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。半截竹管状工具による沈線。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片多

４号住居跡 54 53 Ⅲ 3 7.5YR5/4 沈線。押引き。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 55 53 Ⅲ 3 5YR4/6 沈線。縄文。指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 56 53 Ⅲ 3 5YR4/3 半截竹管状工具による沈線。縄文。磨り消し。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 57 Ⅲ 3 5YR5/6 キャタピラ文。三角押文。縄文。 無 白色粒子、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 58 Ⅲ 3 7.5YR5/4 指頭痕。内面にナデ。 無 白色粒子、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 59 53 Ⅳ 7.5YR7/3
口唇部に半截竹管状工具による押引き。平行沈線。刺突。内
面に指頭痕。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 60 53 Ⅴ 3 5YR4/4 隆線貼り付け。ナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 61 Ⅵ 7.5YR5/4 無文の底部。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多、輝石、白色岩片

４号住居跡 62 Ⅵ 7.5YR5/6 無文の底部。擦痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 63 Ⅷ 5YR4/4 土製円盤。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 64 Ⅷ 5YR4/4 土製円盤。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

２号土坑 82 54 Ⅲ 4 5YR5/4 隆帯貼り付け。刻目文。円形刺突。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母

第33表　縄文時代遺構内出土石器計測表

遺構名
挿図 
番号

写真図
版番号

遺物番号 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm) 幅（cm) 厚さ（cm) 重量（g)

１号住居跡 20 51 2710 AX-33 打製石斧 中粒砂岩 10.3 6.5 2.4 172.2 

１号住居跡 21 51 2480 AX-33 打製石斧 角閃石安山岩 8.6 4.5 2.3 96.5 

１号住居跡 22 2600 AX-33 二次加工剝片 黒曜石 神津島恩馳島 （2.5） 2.3 0.5 2.6 

１号住居跡 23 51 3273 AX-33 磨敲石 玄武岩 15.1 8.1 5.6 1319.3 

１号住居跡 24 51 3272 AX-33 磨敲石 玄武岩 9.5 6.4 5.5 426.9 

１号住居跡 25 51 3153 AX-33 磨敲石 輝石安山岩 （5.6） 8.4 4.5 297.2 

１号住居跡 26 51 3268 AX-33 磨石 輝石安山岩 13.3 11.0 6.4 1365.4 

１号住居跡 27 51 3247 AX-33 磨石 玄武岩 7.0 5.9 4.7 295.5 

１号住居跡 28 51 3266 AX-33 磨石 輝石安山岩 （6.8） 4.8 4.6 182.2 

２号住居跡 32 52 1870 AV-36 打製石斧 ホルンフェルス 7.4 5.6 1.9 101.9 

２号住居跡 33 52 1066 AV-36 磨敲石 多孔質玄武岩 13.3 8.2 4.8 659.3 

４号住居跡 65 54 1418 AU-39 尖頭器 ホルンフェルス （4.3） 2.3 1.2 11.7 

４号住居跡 66 54 2130 AU-39 石鏃 ガラス質黒色安山岩 1.6 1.2 0.3 0.4 

４号住居跡 67 54 2132 AU-39 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.9 1.7 0.6 2.1 

４号住居跡 68 54 874 AU-39 石鏃 ホルンフェルス 2.3 1.3 0.4 1.3 

４号住居跡 69 54 1766 AU-39 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.0 1.0 0.5 1.0 

４号住居跡 70 54 879 AU-39 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.3 0.7 1.3 

４号住居跡 71 54 872 AU-39 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 1.7 1.0 0.9 1.4 

４号住居跡 72 54 878 AT-39 打製石斧 ホルンフェルス （6.5） 5.3 2.0 83.4 

４号住居跡 73 54 1815 AU-39 打製石斧 細粒安山岩 （6.4） 4.7 10.6 25.8 

４号住居跡 74 54 1739 AU-39 打製石斧 緑色片岩 12.0 5.8 1.4 124.8 

４号住居跡 75 54 1945 AT-39 打製石斧 ホルンフェルス （7.0） 6.1 2.2 106.3 

４号住居跡 76 54 1849 AU-39 打製石斧 白雲母片岩 （6.4） 3.2 0.8 21.4 

４号住居跡 77 54 875 AU-39 打製石斧 緑色片岩 （8.0） 6.3 2.1 143.4 

４号住居跡 78 54 1946 AT-39 磨敲石 玄武岩 13.9 9.0 5.6 968.4 

４号住居跡 79 54 793 AT-39 敲石 中粒砂岩 5.9 4.7 2.8 102.9 

４号住居跡 80 54 1949 AT-39 敲石 輝石安山岩 10.7 5.9 3.6 310.5 

４号住居跡 81 54 1830 AU-39 敲石 玄武岩 10.8 12.9 60.0 1179.1 

第32表　縄文時代遺構内出土土器観察表②

第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）
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遺構名
挿図
番号

写真
図版
番号

分類
色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

１号住居跡 15 Ⅴ 1 5YR5/6 隆帯貼り付け。刻目文。集合沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

１号住居跡 16 Ⅴ 1 2.5YR5/6 無文。内外面にミガキ。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、輝石、白色岩片多

１号住居跡 17 51 Ⅴ 2 10YR5/4 隆帯貼り付け。棒状工具による刺突。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

１号住居跡 18 51 Ⅷ 7.5YR5/2 土製円盤。櫛歯状工具による条線。内面に擦痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

１号住居跡 19 51 Ⅵ 7.5YR5/6 動物の頭部の土器装飾部。隆帯貼り付け。 無 白色粒子、黒色粒子多、輝石多

２号住居跡 29 52 Ⅲ 3 7.5YR4/4
口唇部直下に縄文。隆帯貼り付け。刻目文。キャタピラ文。
三叉文。波状文。縄文。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片、岩片

２号住居跡 30 Ⅲ 5 7.5YR5/4 口唇部に爪形文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

２号住居跡 31 52 Ⅲ 3 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。口唇部に爪形文。爪形文と刺突。（パネル文） 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母

３号住居跡 34 Ⅲ 4 7.5YR5/3 縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 35 53 Ⅰ 7.5YR5/4 縦位の楕円文。 無 白色粒子、黒色粒子、雲母多

４号住居跡 36 53 Ⅰ 5YR5/2 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 37 53 Ⅰ 5YR5/6 内面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 38 53 Ⅲ 2 5YR4/3 半截竹管状工具による沈線。刺突。三角押文。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 39 53 Ⅲ 2 7.5YR5/4 渦状突起。隆帯貼り付け。穿孔。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 40 53 Ⅲ 2 7.5YR4/2 沈線。三角押文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 41 53 Ⅲ 3 5YR3/1
口唇部直下に縄文。キャタピラ文。半截竹管状工具による刺
突。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 42 53 Ⅲ 3 7.5YR4/6 半截竹管状工具による平行沈線。磨り消し。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 43 53 Ⅲ 3 7.5YR4/4 半截竹管状工具による沈線。波状文。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 44 53 Ⅲ 3 5YR4/6
隆線貼り付け。刻目文。半截竹管状工具による隆線状の沈線。
キャタピラ文。三角押文。三叉文。内面にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 45 53 Ⅲ 3 7.5YR5/6
半截竹管状工具による隆線状の沈線。キャタピラ文。三角押
文。三叉文。内面にナデ。

無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 46 53 Ⅲ 3 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。波状文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 47 53 Ⅲ 3 5YR5/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 48 53 Ⅲ 3 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文と三叉文。刻目文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 49 53 Ⅲ 3 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文と三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 50 53 Ⅲ 3 5YR4/6 隆帯・隆線貼り付け。三角押文。棒状工具による押引き。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 51 53 Ⅲ 3 5YR5/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 52 53 Ⅲ 3 7.5YR4/6 隆帯貼り付け。三角押文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 53 53 Ⅲ 3 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。半截竹管状工具による沈線。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片多

４号住居跡 54 53 Ⅲ 3 7.5YR5/4 沈線。押引き。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 55 53 Ⅲ 3 5YR4/6 沈線。縄文。指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 56 53 Ⅲ 3 5YR4/3 半截竹管状工具による沈線。縄文。磨り消し。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 57 Ⅲ 3 5YR5/6 キャタピラ文。三角押文。縄文。 無 白色粒子、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 58 Ⅲ 3 7.5YR5/4 指頭痕。内面にナデ。 無 白色粒子、雲母、輝石、白色岩片

４号住居跡 59 53 Ⅳ 7.5YR7/3
口唇部に半截竹管状工具による押引き。平行沈線。刺突。内
面に指頭痕。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 60 53 Ⅴ 3 5YR4/4 隆線貼り付け。ナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 61 Ⅵ 7.5YR5/4 無文の底部。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多、輝石、白色岩片

４号住居跡 62 Ⅵ 7.5YR5/6 無文の底部。擦痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 63 Ⅷ 5YR4/4 土製円盤。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

４号住居跡 64 Ⅷ 5YR4/4 土製円盤。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

２号土坑 82 54 Ⅲ 4 5YR5/4 隆帯貼り付け。刻目文。円形刺突。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母

第33表　縄文時代遺構内出土石器計測表

遺構名
挿図 
番号

写真図
版番号

遺物番号 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm) 幅（cm) 厚さ（cm) 重量（g)

１号住居跡 20 51 2710 AX-33 打製石斧 中粒砂岩 10.3 6.5 2.4 172.2

１号住居跡 21 51 2480 AX-33 打製石斧 角閃石安山岩 8.6 4.5 2.3 96.5

１号住居跡 22 2600 AX-33 二次加工剝片 黒曜石 神津島恩馳島 （2.5） 2.3 0.5 2.6

１号住居跡 23 51 3273 AX-33 磨敲石 玄武岩 15.1 8.1 5.6 1319.3

１号住居跡 24 51 3272 AX-33 磨敲石 玄武岩 9.5 6.4 5.5 426.9

１号住居跡 25 51 3153 AX-33 磨敲石 輝石安山岩 （5.6） 8.4 4.5 297.2

１号住居跡 26 51 3268 AX-33 磨石 輝石安山岩 13.3 11.0 6.4 1365.4

１号住居跡 27 51 3247 AX-33 磨石 玄武岩 7.0 5.9 4.7 295.5

１号住居跡 28 51 3266 AX-33 磨石 輝石安山岩 （6.8） 4.8 4.6 182.2

２号住居跡 32 52 1870 AV-36 打製石斧 ホルンフェルス 7.4 5.6 1.9 101.9

２号住居跡 33 52 1066 AV-36 磨敲石 多孔質玄武岩 13.3 8.2 4.8 659.3

４号住居跡 65 54 1418 AU-39 尖頭器 ホルンフェルス （4.3） 2.3 1.2 11.7

４号住居跡 66 54 2130 AU-39 石鏃 ガラス質黒色安山岩 1.6 1.2 0.3 0.4

４号住居跡 67 54 2132 AU-39 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.9 1.7 0.6 2.1

４号住居跡 68 54 874 AU-39 石鏃 ホルンフェルス 2.3 1.3 0.4 1.3

４号住居跡 69 54 1766 AU-39 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.0 1.0 0.5 1.0

４号住居跡 70 54 879 AU-39 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.3 0.7 1.3

４号住居跡 71 54 872 AU-39 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 1.7 1.0 0.9 1.4

４号住居跡 72 54 878 AT-39 打製石斧 ホルンフェルス （6.5） 5.3 2.0 83.4

４号住居跡 73 54 1815 AU-39 打製石斧 細粒安山岩 （6.4） 4.7 10.6 25.8

４号住居跡 74 54 1739 AU-39 打製石斧 緑色片岩 12.0 5.8 1.4 124.8

４号住居跡 75 54 1945 AT-39 打製石斧 ホルンフェルス （7.0） 6.1 2.2 106.3

４号住居跡 76 54 1849 AU-39 打製石斧 白雲母片岩 （6.4） 3.2 0.8 21.4

４号住居跡 77 54 875 AU-39 打製石斧 緑色片岩 （8.0） 6.3 2.1 143.4

４号住居跡 78 54 1946 AT-39 磨敲石 玄武岩 13.9 9.0 5.6 968.4

４号住居跡 79 54 793 AT-39 敲石 中粒砂岩 5.9 4.7 2.8 102.9

４号住居跡 80 54 1949 AT-39 敲石 輝石安山岩 10.7 5.9 3.6 310.5

４号住居跡 81 54 1830 AU-39 敲石 玄武岩 10.8 12.9 60.0 1179.1

第32表　縄文時代遺構内出土土器観察表②

第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）
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